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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、または少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、も
しくはトリ‐グリセリドの誘導体の、非水性潤滑剤組成物および／または燃料組成物にお
ける耐摩耗性添加剤および／または摩擦調整剤としての使用。
【請求項２】
　前記潤滑剤組成物が、内燃機関エンジンの潤滑に用いられる、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ
‐グリセリド、または少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐
、もしくはトリ‐グリセリドの誘導体が、前記内燃機関エンジンの運転に用いられる液体
燃料組成物中に提供され、ならびに、前記グリセリドの少なくとも一部が、前記エンジン
の運転中に前記潤滑油組成物中へ進入する、請求項２に記載の使用。
【請求項４】
　５０重量％超の潤滑粘度油、および５０重量％未満の少なくとも１つのヒドロキシポリ
カルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、または少なくとも１つの
ヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリドの誘導体で
ある少なくとも１つの添加剤を、２つ以上のその他の潤滑剤添加剤と一緒に含む、非水性
潤滑剤組成物。
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【請求項５】
　２つ以上のその他の潤滑剤添加剤が、少なくとも１つの金属または非金属洗浄剤からな
る、請求項４に記載の非水性潤滑剤組成物。
【請求項６】
　金属洗浄剤が、カルボン酸である少なくとも１つの有機酸の、少なくとも１つの金属塩
からなる、請求項５に記載の非水性潤滑剤組成物。
【請求項７】
　カルボン酸が、ヒドロカルビル置換サリチル酸またはその誘導体である、請求項６に記
載の非水性潤滑剤組成物。
【請求項８】
　カルボン酸が、ヒドロカルビル置換サリチル酸またはその硫化誘導体である、請求項６
に記載の非水性潤滑剤組成物。
【請求項９】
　金属塩の金属が、カルシウム、マグネシウム及びそれらの組み合わせからなる群から選
ばれる、請求項６から８のいずれか一項に記載の非水性潤滑剤組成物。
【請求項１０】
　２つ以上のその他の潤滑剤添加剤が、少なくとも１つの金属または非金属分散剤からな
る、請求項４に記載の非水性潤滑剤組成物。
【請求項１１】
　分散剤が、ホウ素化されている、請求項１０に記載の非水性潤滑剤組成物。
【請求項１２】
　内燃機関エンジンのための燃料組成物であって、その組成物は、主たる量の液体燃料、
および少量の５００重量ｐｐｍ以下の濃度の少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸
の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、または少なくとも１つのヒドロキシ
ポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリドの誘導体である少なく
とも１つの添加剤を含む、燃料組成物。
【請求項１３】
　前記ヒドロキシポリカルボン酸が、カルボン酸部分に対してアルファ位にある少なくと
も１つのヒドロキシ基を有する、請求項１から１２のいずれか一項に記載の使用または組
成物。
【請求項１４】
　前記ヒドロキシポリカルボン酸が、クエン酸である、請求項１３に記載の使用または組
成物。
【請求項１５】
　前記グリセリドが、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸、および、４から２２
個の炭素原子を有する飽和、モノ不飽和、もしくはポリ不飽和、分岐鎖状もしくは直鎖状
の、モノカルボン酸またはポリカルボン酸である少なくとも１つの第二のカルボン酸、の
グリセリド、またはその誘導体である、請求項１から１４のいずれか一項に記載の使用ま
たは組成物。
【請求項１６】
　前記グリセリドが、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸、および、モノ不飽和
Ｃ４からＣ２２モノカルボン酸のグリセリド、またはその誘導体である、請求項１から１
４のいずれか一項に記載の使用または組成物。
【請求項１７】
　前記グリセリドが、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸、およびポリ不飽和Ｃ

４からＣ２２モノカルボン酸のグリセリド、またはその誘導体である、請求項１から１４
のいずれか一項に記載の使用または組成物。
【請求項１８】
　前記グリセリドが、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸、およびモノ不飽和も
しくはポリ不飽和Ｃ１８モノカルボン酸のグリセリド、またはその誘導体である、請求項
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１６または請求項１７に記載の使用または組成物。
【請求項１９】
　前記グリセリドが、クエン酸、およびモノ不飽和もしくはポリ不飽和Ｃ１８モノカルボ
ン酸のグリセリド、またはその誘導体である、請求項１８に記載の使用または組成物。
【請求項２０】
　前記モノ不飽和またはポリ不飽和Ｃ４からＣ２２カルボン酸が、直鎖状である、請求項
１６から１９のいずれか一項に記載の使用または組成物。
【請求項２１】
　前記グリセリドが、クエン酸およびオレイン酸のグリセリド、クエン酸およびリノール
酸のグリセリド、またはこれらの混合物である請求項１から１４のいずれか一項に記載の
使用または組成物。
【請求項２２】
　４から２２個の炭素原子を有する前記カルボン酸が、ポリカルボン酸であり、前記誘導
体が、前記ポリカルボン酸のカルボン酸部分のエステルである、請求項１５に記載の使用
または組成物。
【請求項２３】
　前記グリセリドの前記誘導体が、前記ヒドロキシポリカルボン酸のヒドロキシル部分の
エーテルである、請求項１から２２のいずれか一項に記載の使用または組成物。
【請求項２４】
　前記グリセリドの前記誘導体が、前記ヒドロキシポリカルボン酸のヒドロキシル部分の
エステルである、請求項１から２２のいずれか一項に記載の使用または組成物。
【請求項２５】
　前記グリセリドの前記誘導体が、前記ヒドロキシポリカルボン酸のカルボン酸部分のエ
ステルである、請求項１から２４のいずれか一項に記載の使用または組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐摩耗性添加剤および摩擦調整剤、ならびに潤滑剤組成物および燃料組成物
におけるそれらの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　耐摩耗性添加剤および／または摩擦調整剤を潤滑剤組成物に用いることは公知である。
また、耐摩耗性添加剤および／または摩擦調整剤を内燃機関エンジンのための燃料組成物
に用いることも公知である。
【０００３】
　内燃機関エンジンのクランク室潤滑剤に燃料および燃料添加剤が進入することは、例え
ば、ＳＡＥ　ｐａｐｅｒ　２００１‐０１‐１９６２　ｂｙ　Ｃ．Ｙ．　Ｔｈｉｅｌ　ｅ
ｔ　ａｌ．　「Ｔｈｅ　Ｆｕｅｌ　Ａｄｄｉｔｉｖｅ／ｌｕｂｒｉｃａｎｔ　Ｉｎｔｅｒ
ａｃｔｉｏｎｓ：．．．」の要約の段落２から、公知である。
【０００４】
　潤滑剤組成物の耐摩耗性添加剤として、亜鉛ジヒドロカルビルジチオホスフェート（Ｚ
ＤＤＰ）が長年にわたって使用されてきた。この添加剤の欠点は、内燃機関エンジンの潤
滑に用いられる場合、内燃機関エンジンからの排気ガス中の微粒子状物質に寄与する灰分
を発生させることである。従って、内燃機関エンジンの潤滑に用いられる灰形成性添加剤
の量を削減することが望ましい。また、内燃機関エンジンからの排気ガス中の亜鉛、およ
び／またはリン、および／または硫黄の量を削減することも望ましい。従って、亜鉛もリ
ンも含有しないか、または少なくともそれらを低減された量で含有する耐摩耗性添加剤お
よび／または摩擦調整剤を提供する試みが行われてきた。
【０００５】
　米国特許第４，３７６，７１１号明細書は、潤滑剤組成物、ならびにポリカルボン酸の
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ヒドロキシ置換エステルおよび金属ジヒドロカルビルジチオホスフェートを含む添加剤に
関する。米国特許第４，３７６，７１１号明細書によると、このエステルは、グリコール
によるポリカルボン酸のエステル化から誘導し得る。そのようなエステルは、部分、ジ‐
、またはポリエステルであり得ると記載されている。また、このエステルの作製に用いら
れるポリカルボン酸は、一般的に合計で約２４から約９０個の炭素原子、および約２から
約３個のカルボン酸基を有し、カルボン酸基の間に少なくとも約９から約４２個までの炭
素原子が存在する脂肪族飽和または不飽和酸であってよいことも記載されている。特に望
ましい結果は、脂肪酸の二量体、特に共役不飽和を含有するものを、ポリヒドロキシ化合
物でエステル化することによって作製された添加剤で得られたとされている。米国特許第
４，３７６，７１１号明細書は、ヒドロキシポリカルボン酸のグリセリドの使用について
は記載していない。
【０００６】
　英国特許出願公開第２０９７８１３号明細書は、潤滑粘度油、および燃料節減添加剤（
ｆｕｅｌ　ｅｃｏｎｏｍｙ　ａｄｄｉｔｉｖｅ）として、０．０５から０．２重量パーセ
ントのＣ１６‐Ｃ１８脂肪酸のグリセロール部分エステルを含む、燃料節減促進潤滑油組
成物（ｆｕｅｌ　ｅｃｏｎｏｍｙ　ｐｒｏｍｏｔｉｎｇ　ｌｕｂｒｉｃａｔｉｎｇ　ｏｉ
ｌ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｓ）に関する。この組成物は、モノオレイン酸グリセロール
およびジオレイン酸グリセロールによって例示されている。英国特許出願公開第２０９７
８１３号明細書は、ヒドロキシポリカルボン酸のグリセリドの使用については記載してい
ない。
【０００７】
　欧州特許出願公開第００９２９４６号明細書は、潤滑剤組成物のための燃料節減添加剤
としての、油溶性銅化合物のグリセロールエステルに関する。好ましいエステルは、飽和
または不飽和Ｃ１６‐Ｃ１８脂肪酸のグリセロールモノ‐またはジ‐エステルであるとし
ている。欧州特許出願公開第００９２９４６号明細書は、ヒドロキシポリカルボン酸のグ
リセリドの使用については記載していない。
【０００８】
　国際公開第９３／２１２８８号パンフレットは、ポリ脂肪酸エステルおよびアルコキシ
ル化ヒドロカルビルアミンの組み合わせである混合摩擦調整剤を含有する潤滑剤組成物に
関する。この潤滑剤組成物は、向上された燃料節減を示すとしている。このエステルは、
式３を有する脂肪酸のエステルの１つまたは混合物であるとしており：
【０００９】
【化１】

【００１０】
　ここで、Ｒ７は、１０から１８個の炭素原子を有するアルキレンまたはアルケニレンヒ
ドロカルビルラジカルを表し、Ｒ８は、２から５個の炭素原子および２から４個のヒドロ
キシル基を含有する多価アルコールの残基であり、ｅは、０または１であり、ｄは、１、
２、または３の整数である。より好ましい実施形態では、Ｒ７は、１４から１６個の炭素
原子を含有するアルキレンラジカルであるとしており、Ｒ８は、グリセロールの残基であ
り、ｅは、０であり、ｄは、１または２である。式３に従うエステルの（１もしくは複数
の）酸は、モノカルボン酸である。
【００１１】
　米国特許第５，３３８，４７０号明細書は、燃料および潤滑剤組成物のための耐摩耗性
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および摩擦調整添加剤としてのアルキル化クエン酸付加物に関する。アルキル化クエン酸
付加物は、クエン酸をアルキルアルコールおよびアミンと反応させることで形成されると
している。この反応は、ｎＸＲｙを用いると記載されており、ここで、Ｒは、Ｃ１‐２０

０ヒドロカルビルもしくはヒドロカルビレン、またはこれらの混合であるとしており、所
望に応じて、酸素、窒素、または硫黄を含有していてもよい。「Ｘ」は、アミン、アルコ
ール、チオール、または金属アミド、アルコキシド、もしくはチオレートであるとしてい
る。この金属は、好ましくはナトリウム、カリウム、またはカルシウムであるとしており
、「ｎ」は、０．２～５．０の数字である。そのような添加剤は、クエン酸とオレイルア
ルコールとの反応によるものしか例示されていない。
【００１２】
　米国特許出願公開第２００５／０１９８８９４号明細書に対応する国際公開第２００５
／０８７９０４号パンフレットは、ヒドロキシカルボン酸、および次の一般式で表される
ヒドロキシポリカルボン酸エステルを含有する潤滑剤および燃料組成物に関し：
【００１３】

【化２】

【００１４】
　ここで、Ｒ３は、Ｃ１‐Ｃ１８直鎖状または分岐鎖状アルキル、Ｃ１‐Ｃ１８直鎖状ま
たは分岐鎖状アルケニル、アルコキシアルキル、ヒドロキシアルキル、アリール、および
ベンジルから成る群より選択され；ならびに、Ｘ‐は、そこで定義される様々な構造から
選択される。好ましいエステルとしては、クエン酸エステル、酒石酸エステル、リンゴ酸
エステル、乳酸エステル、マンデル酸エステル、グリコール酸エステル、ヒドロキシプロ
ピオン酸エステル、ヒドロキシグルタル酸エステル、サリチル酸エステルなどが挙げられ
るとしている。クエン酸トリアルキルおよびホウ素化クエン酸トリアルキルが特に好まし
く、特にはクエン酸トリエチルおよびホウ素化クエン酸トリエチルであるとしている。特
に好ましい種類の添加剤は、Ｒ３が、炭素原子数１から５の直鎖状または分岐鎖状アルキ
ル鎖、例えば、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、これらの異性体、および
これらの混合である種類であるとしている。国際公開第２００５／０８７９０４号パンフ
レットは、ヒドロキシポリカルボン酸のグリセリドの使用については記載していない。
【００１５】
　国際公開第２００８／０６７２５９号パンフレットは、内燃機関エンジンの潤滑に適す
る低硫黄、低リン、低灰分潤滑剤組成物に関し、これは、潤滑粘度油、ならびに炭素原子
数６から１２のアルコールと以下の式で表される物質との縮合生成物を含み：
【００１６】
【化３】

【００１７】
　ここで、各Ｒは、独立して、Ｈもしくはヒドロカルビル基であるか、またはＲ基は、一
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緒になって環を形成し；ならびに、ＲがＨである場合、縮合生成物は、所望に応じて、さ
らに、アシル化またはホウ素化合物との反応によって官能化されてよい。国際公開第２０
０８／０６７２５９号パンフレットによると、酒石酸エステルの作製に有用であるアルコ
ールは、６から１２個、または６から１０個、または８から１０個の炭素原子を含有して
いてよく、それらは、直鎖状または分岐鎖状であってよく、ならびに、分岐鎖状である場
合、分岐は、鎖中のいかなる地点で発生していてもよく、および分岐は、いかなる長さで
あってもよい。国際公開第２００８／０６７２５９号パンフレットは、ヒドロキシポリカ
ルボン酸のグリセリドの使用については記載していない。
【００１８】
　国際公開第２００８／１２４１９１号パンフレットは、主たる量のガス液体化（ｇａｓ
‐ｔｏ‐ｌｉｑｕｉｄ）（ＧＴＬ）由来ベース油を含むベース油を有する潤滑油組成物に
おける、１つ以上の油溶性ポリオール脂肪酸エステルの使用に関する。ポリオールは、ジ
オール、トリオールなどを含むとしている。そこには、ポリオールのエステルは、１２か
ら２４個の炭素原子を有するカルボン酸のエステルであると記載されている。国際公開第
２００８／１２４１９１号パンフレットによると、脂肪酸エステルは、グリセロールの脂
肪酸エステルが好ましく、より好ましくは、グリセロールのモノエステル、最も好ましく
は、エステルは、モノオクタデカン酸グリセロールである。国際公開第２００８／１２４
１９１号パンフレットは、ヒドロキシポリカルボン酸のグリセリドの使用については記載
していない。
【００１９】
　国際公開第２００８／１４７７０１号パンフレットは、アルミニウム合金またはアルミ
ニウム複合体表面の潤滑に適する潤滑組成物に関し、それは、潤滑粘度油、および１つの
実施形態においてヒドロキシカルボン酸から誘導される化合物を含有するとしている無灰
耐摩耗性剤を含む。国際公開第２００８／１４７７０１号パンフレットによると、１つの
実施形態では、無灰耐摩耗性剤は、ヒドロキシカルボン酸ジエステル、ヒドロキシカルボ
ン酸ジアミド、ヒドロキシカルボン酸ジイミド、ヒドロキシカルボン酸エステルアミド、
ヒドロキシカルボン酸エステルイミド、およびヒドロキシカルボン酸イミドアミドのうち
の少なくとも１つから誘導されるとしている。適切なヒドロキシカルボン酸の例としては
、クエン酸、酒石酸、リンゴ酸、乳酸、シュウ酸、グリコール酸、ヒドロキシプロピオン
酸、ヒドロキシグルタル酸、またはこれらの混合物が挙げられるとしている。国際公開第
２００８／１４７７０１号パンフレットによると、無灰耐摩耗性剤は、そこで定義される
式（１ａ）および／または（１ｂ）の化合物によって表される。そこには、式（１ａ）お
よび／または（１ｂ）のジエステル、ジアミド、ジイミド、エステルアミド、エステルイ
ミド、イミドアミド化合物は、ジカルボン酸（酒石酸など）を、アミンまたはアルコール
と、所望される場合は公知のエステル化触媒の存在下にて、反応させることで作製するこ
とができると記載されている。ヒドロキシカルボン酸の誘導体としては、イミド、ジエス
テル、ジアミド、ジイミド（テトラおよびそれ以上の多価カルボン酸に該当）、エステル
アミド、エステルイミド（クエン酸などのトリおよびそれ以上の多価カルボン酸に該当）
、およびイミドアミド（クエン酸などのトリおよびそれ以上の多価カルボン酸に該当）が
挙げられるとしている。適切な分岐鎖アルコールの例としては、２‐エチルヘキサノール
、イソトリデカノール、ゲルベアルコール、またはこれらの混合物が挙げられるとしてい
る。一価アルコールの例としては、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール
、ペンタノール、ヘキサノール、ヘプタノール、オクタノール、ノナノール、デカノール
、ウンデカノール、ドデカノール、トリデカノール、テトラデカノール、ペンタデカノー
ル、ヘキサデカノール、へプタデカノール、オクタデカノール、ノナデカノール、エイコ
サノール、またはこれらの混合物が挙げられるとしている。また、アルコールは、一価ア
ルコールまたは多価アルコールのいずれかを含むとも記載されている。適切な多価アルコ
ールの例としては、エチレングリコール、プロピレングリコール、１，３‐ブチレングリ
コール、２，３‐ブチレングリコール、１，５‐ペンタンジオール、１，６‐へキサンジ
オール、グリセロール、ソルビトール、ペンタエリスリトール、トリメチロールプロパン



(7) JP 5970451 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

、デンプン、グルコース、スクロース、メチルグルコシド、またはこれらの混合物が挙げ
られるとしている。また、国際公開第２００８／１４７７０１号パンフレットには、１つ
の実施形態において、多価アルコールは、一価アルコールと共に混合物として用いられる
とも記載されている。通常、そのような組み合わせにおいて、一価アルコールは、混合物
の少なくとも６０モルパーセント、または少なくとも９０モルパーセントを占めると記載
されている。酒石酸ジ‐２‐エチルヘキシルが、実施例で例示されている唯一の無灰耐摩
耗性剤である。
【００２０】
　国際公開第２００９／１０１２７６号パンフレットは、４サイクルエンジンのための低
灰含有量である潤滑剤組成物に関し、これは、他の成分の中でも、少なくとも１つの、式
Ｒ（ＯＨ）ｍ，（ＣＯＯＲ’（ＯＨ）ｐ）ｎのヒドロキシル化エステルであって、式中、
ｍは、０から８の整数であり、好ましくは１から４であり、ｎは、１から８の整数であり
、好ましくは１から４であり、およびｐは、０から８の整数であり、好ましくは１から４
であり、ここで、ｐ＋ｍの合計は、厳密にゼロより大きく、ＲおよびＲ’は、独立して、
所望に応じて１つ以上の芳香族基で置換されていてよく、１から３０個の炭素原子を含む
直鎖状または分岐鎖状、飽和または不飽和の炭化水素基を表す、ヒドロキシル化エステル
、またはそのホウ酸誘導体を含むとしている。このヒドロキシル化エステルは、モノオレ
イン酸グリセロール、ステアリン酸もしくはイソステアリン酸グリセロール、およびこれ
らのホウ酸誘導体などのグリセロールから得られるモノエステルまたはジエステルから選
択することができると記載されている。また、ヒドロキシル化エステルは、クエン酸エス
テル、酒石酸エステル、リンゴ酸エステル、乳酸エステル、マンデル酸エステル、グリコ
ール酸エステル、ヒドロキシプロピオン酸エステル、ヒドロキシグルタル酸エステル、ま
たはこれらのホウ酸誘導体から選択することができるとも記載されている。この組成物は
、クエン酸トリエチルおよびモノステアリン酸グリセロールによって例示されているだけ
である。国際公開第２００９／１０１２７６号パンフレットの表３には、０．９９％クエ
ン酸トリエチルを含む潤滑剤組成物（Ｂ’）に対するＣａｍｅｒｏｎ　Ｐｌｉｎｔによる
燃料節減率は、クエン酸トリエチルを含まない潤滑剤（Ａ’）の１．７５％と比較して、
２．０２％であると記載されている。国際公開第２００９／１０１２７６号パンフレット
の表５には、１．００％クエン酸トリエチルを含む潤滑剤組成物（Ｈ）に対するＣａｍｅ
ｒｏｎ　Ｐｌｉｎｔによる燃料節減率は、２．０４％、Ｍ１１１　ＦＥによる燃料節減率
は、２．５０％であると記載されており、一方、クエン酸トリエチルを含まない潤滑剤Ｆ
に対する対応するデータは、それぞれ、１．７８％および１．９０％であると記載されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２１】
【特許文献１】米国特許第４，３７６，７１１号明細書
【特許文献２】英国特許出願公開第２０９７８１３号明細書
【特許文献３】欧州特許出願公開第００９２９４６号明細書
【特許文献４】国際公開第９３／２１２８８号パンフレット
【特許文献５】米国特許第５，３３８，４７０号明細書
【特許文献６】米国特許出願公開第２００５／０１９８８９４号明細書
【特許文献７】国際公開第２００５／０８７９０４号パンフレット
【特許文献８】国際公開第２００８／０６７２５９号パンフレット
【特許文献９】国際公開第２００８／１２４１９１号パンフレット
【特許文献１０】国際公開第２００８／１４７７０１号パンフレット
【特許文献１１】国際公開第２００９／１０１２７６号パンフレット
【非特許文献】
【００２２】
【非特許文献１】ＳＡＥ　ｐａｐｅｒ　２００１‐０１‐１９６２　ｂｙ　Ｃ．Ｙ．　Ｔ
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ｈｉｅｌ　ｅｔ　ａｌ．　「Ｔｈｅ　Ｆｕｅｌ　Ａｄｄｉｔｉｖｅ／ｌｕｂｒｉｃａｎｔ
　Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎｓ：．．．」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２３】
　例えば、非水性潤滑剤組成物への使用および／または内燃機関エンジン燃料組成物への
使用のために、耐摩耗および／または摩擦調整特性を示す代替組成物が依然として求めら
れている。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　従って、本発明によると、主たる量の潤滑粘度油、ならびに、少量の少なくとも１つの
ヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはそ
の誘導体である少なくとも１つの添加剤、および２つ以上のその他の潤滑剤添加剤、を含
む非水性滑剤組成物が提供される。
【００２５】
　適切には、潤滑剤組成物は、内燃機関エンジンの潤滑に、例えばクランク室潤滑剤とし
て用いることができる。
【００２６】
　また、本発明によると、内燃機関エンジンの潤滑方法も提供され、その方法は、潤滑粘
度油、および少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしく
はトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１つの添加剤をエンジンに供給
することを含む。適切には、内燃機関エンジンは、例えばクランク室潤滑剤として、本発
明の潤滑剤組成物により潤滑される。加えて、または別の選択肢として、グリセリドは、
内燃機関エンジンの運転に用いられる液体燃料組成物中に提供されてもよく、このグリセ
リドの少なくとも一部が、エンジンの運転中に油組成物中に進入する。
【００２７】
　また、本発明によると、潤滑粘度油の耐摩耗および／または摩擦特性を改善する方法も
提供され、その方法は、前記油を、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性
モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１つの添
加剤の有効量と混合することを含む。
【００２８】
　また、本発明によると、非水性潤滑剤組成物を作製する方法も提供され、その方法は、
潤滑粘度油を、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もし
くはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１つの添加剤の有効量と、２
つ以上のその他の潤滑剤添加剤と共に混合することを含む。
【００２９】
　また、本発明によると、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、
ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１つの添加剤、お
よび２つ以上のその他の潤滑剤添加剤を含む、非水性潤滑剤組成物のための添加剤濃縮物
も提供される。この添加剤濃縮物は、本発明に従う潤滑粘度油の耐摩耗および／または摩
擦特性を改良する方法に用いることができる。この添加剤濃縮物は、本発明に従う潤滑剤
組成物を作製する方法に用いることができる。
【００３０】
　本発明のさらなる実施形態によると、内燃機関エンジンのための燃料組成物が提供され
、その組成物は、主たる量の液体燃料、および少量の５００重量ｐｐｍ以下の濃度の少な
くとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリ
ド、またはその誘導体である少なくとも１つの添加剤を含む。
【００３１】
　また、本発明によると、液体燃料の耐摩耗および／または摩擦特性を改良する方法も提
供され、その方法は、前記液体燃料を、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油
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溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１つ
の添加剤の有効量、および所望される場合は少なくとも１つのその他の燃料添加剤と、混
合することを含む。
【００３２】
　また、本発明によると、内燃機関エンジンのための燃料組成物を作製する方法も提供さ
れ、その方法は、液体燃料と、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ
‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１つの添加剤
の有効量を５００重量ｐｐｍまでの濃度にて混合することを含む。
【００３３】
　また、本発明によると、内燃機関エンジンの燃料組成物のための添加剤濃縮物が提供さ
れ、その組成物は、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、
もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１つの添加剤、および２
つ以上のその他の燃料添加剤を含む。この添加剤濃縮物は、本発明に従う、液体燃料の耐
摩耗および／または摩擦特性を改良する方法に用いることができる。この添加剤濃縮物は
、本発明に従う燃料組成物を作製する方法に用いることができる。
【００３４】
　本発明のなおさらなる態様によると、内燃機関エンジンを運転する方法が提供され、そ
の方法は、液体燃料、潤滑粘度油、および少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の
油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１
つの添加剤をエンジンに供給することを含み、このグリセリド添加剤は、液体燃料および
／または潤滑粘度油との混合物として供給される。
【００３５】
　本発明は、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしく
はトリ‐グリセリド、またはその誘導体を、耐摩耗性添加剤および／または摩擦調整剤と
して使用することにより、上記で明らかにした技術的問題を解決するものである。この使
用は、本発明の実施形態のいずれであってもよく：非水性潤滑剤組成物、内燃機関エンジ
ンの潤滑方法、潤滑粘度油の耐摩耗および／または摩擦特性の改良方法、非水性潤滑剤組
成物の作製方法、非水性潤滑剤組成物のための添加剤濃縮物、燃料組成物（例えば、内燃
機関エンジンのための）、液体燃料の耐摩耗および／または摩擦特性の改良方法、内燃機
関エンジンのための燃料組成物の作製方法、内燃機関エンジンの燃料組成物のための添加
剤濃縮物、および内燃機関エンジンの運転方法が挙げられる。
【００３６】
　特定の態様では、本発明は、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ
‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体の、非水性潤滑剤組成物および
／または燃料組成物における耐摩耗性添加剤および／または摩擦調整剤としての使用を提
供する。
【００３７】
　好ましくは、ヒドロキシポリカルボン酸は、少なくとも１つのヒドロキシ基またはその
誘導体（例えば、エーテルまたはエステル）を有し、それは、カルボン酸部分に対してア
ルファ位にある。
【００３８】
　各ヒドロキシポリカルボン酸は、独立して、４から１５個の炭素原子を例とする４から
２２個の炭素原子を有していてよい。少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶
性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体は、適切には、１６から
８０個の炭素原子を有していてよい。グリセリドの炭素原子数は、潤滑粘度油および／ま
たは液体燃料中でのその溶解性に影響を与え得る。
【００３９】
　油溶性とは、グリセリドが、潤滑粘度油および／または液体燃料中に、適切には、摩擦
を調整する量および／または耐摩耗性を向上させる量にて、例えば、潤滑粘度油中に少な
くとも２００重量ｐｐｍの量、および／または液体燃料中に少なくとも１０重量ｐｐｍの
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量にて、可溶であることを意味する。溶解性は、２０℃を例とする周囲温度にて測定して
よい。溶解性は、大気圧で測定してよい。
【００４０】
　適切なヒドロキシポリカルボン酸としては：
　・　クエン酸（３‐カルボキシ‐３‐ヒドロキシペンタン二酸：２‐ヒドロキシプロパ
ン‐１，２，３‐トリカルボン酸；または３‐ヒドロキシペンタン二酸‐３‐カルボン酸
と称される場合もある）；
　・　酒石酸（２，３‐ジヒドロキシブタン二酸；または２，３‐ジヒドロキシコハク酸
と称される場合もある）；
　・　リンゴ酸（ヒドロキシブタン二酸と称される場合もある）；
　・　モノヒドロキシトリメシン酸；および、
　・　水素化モノヒドロキシトリメシン酸（１，３，５トリカルボキシ，２‐ヒドロキシ
シクロヘキサンと称される場合もある）
　が挙げられる。
【００４１】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、またはその誘導体は、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸、および４
から２２個の炭素原子を有する飽和、モノ不飽和、もしくはポリ不飽和、分岐鎖状もしく
は直鎖状の、モノカルボン酸またはポリカルボン酸である少なくとも１つの第二のカルボ
ン酸のグリセリドである、ジ‐もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体であってよ
い。
【００４２】
　第二のカルボン酸は、飽和、モノ不飽和、またはポリ不飽和であってよい。適切には、
第二のカルボン酸は、不飽和である。第二のカルボン酸は、分岐鎖状または直鎖状であっ
てよい。第二のカルボン酸は、モノカルボン酸またはポリカルボン酸であってよい。第二
のカルボン酸が、ポリカルボン酸である場合、グリセリドの誘導体は、第二のカルボン酸
基のエステルであってよい。
【００４３】
　適切な飽和である第二のカルボン酸としては、カプロン酸、カプリル酸、カプリン酸、
ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、およびアラキジン酸が挙げら
れる。適切な不飽和である第二のカルボン酸としては、オレイン酸、リノール酸、リノレ
ン酸、ミリストレイン酸、パルミトレイン酸、サピエン酸、エルカ酸（シス‐１３‐ドコ
セン酸としても知られる）、およびブラシジン酸が挙げられる。
【００４４】
　好ましくは、グリセリドは、クエン酸およびオレイン酸のグリセリド、クエン酸および
リノール酸のグリセリド、またはこれらの混合物である。
【００４５】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリ
ド、またはその誘導体は、一般式（Ｉ）で表され：
【００４６】
【化４】

【００４７】
　ここで、ＲＯ、ＯＲ’、およびＯＲ”は、独立して：
　－ＯＨ；
　４から２２個の炭素原子を有する飽和、モノ不飽和、もしくはポリ不飽和、分岐鎖状も
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しくは直鎖状の、モノカルボン酸またはポリカルボン酸基、または、そのエーテルもしく
はエステル；
　ヒドロキシポリカルボン酸部分、またはそのエーテルおよび／もしくはエステル、
　を表すが、但し、ＲＯ、ＯＲ’、およびＯＲ”の少なくとも１つは、ヒドロキシポリカ
ルボン酸部分、またはそのエーテルおよび／もしくはエステルである。
【００４８】
　好ましくは、式（Ｉ）において、ＲＯ、ＯＲ’、およびＯＲ”の少なくとも１つは、ヒ
ドロキシポリカルボン酸部分、またはそのエーテルおよび／もしくはエステルであり、Ｒ
Ｏ、ＯＲ’、およびＯＲ”の少なくとも１つは、４から２２個の炭素原子を有する飽和、
モノ不飽和、もしくはポリ不飽和、分岐鎖状もしくは直鎖状の、モノカルボン酸またはポ
リカルボン酸基、または、そのエステルである。
【００４９】
　好ましくは、式（Ｉ）において、ヒドロキシポリカルボン酸部分は、少なくとも１つの
ヒドロキシ基またはその誘導体（例えば、エーテルまたはエステル）を有し、それは、カ
ルボン酸部分に対してアルファ位にある。
【００５０】
　式（Ｉ）において、各ヒドロキシポリカルボン酸部分は、独立して、４から２２個の炭
素原子を有していてよい。式（Ｉ）において、ヒドロキシポリカルボン酸部分は、例えば
、クエン酸、酒石酸、リンゴ酸、モノヒドロキシトリメシン酸、および水素化モノヒドロ
キシトリメシン酸を含む酸由来であってよい。
【００５１】
　式（Ｉ）において、存在する場合、４から２２個の炭素原子を有する飽和、分岐鎖状も
しくは直鎖状の、モノカルボン酸またはポリカルボン酸基、または、そのエステルの各々
は、飽和カルボン酸またはそのハロゲン化均等物由来であってよい。適切な飽和カルボン
酸としては、例えば、カプロン酸、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸
、パルミチン酸、ステアリン酸、およびアラキジン酸が挙げられる。式（Ｉ）において、
存在する場合、４から２２個の炭素原子を有するモノ不飽和もしくはポリ不飽和、分岐鎖
状もしくは直鎖状の、モノカルボン酸またはポリカルボン酸基、または、そのエステルの
各々は、不飽和カルボン酸またはそのハロゲン化均等物由来であってよい。適切なモノ不
飽和酸としては、例えば、オレイン酸、ミリストレイン酸、パルミトレイン酸、サピエン
酸、エルカ酸、およびブラシジン酸が挙げられる。適切なポリ不飽和酸としては、例えば
、リノール酸およびリノレン酸が挙げられる。
【００５２】
　グリセリドは、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸および飽和Ｃ４からＣ２２

ポリカルボン酸のグリセリド、またはその誘導体であってよい。ポリカルボン酸は、分岐
鎖状または直鎖状であってよい。グリセリドは、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボ
ン酸およびモノ不飽和もしくはポリ不飽和Ｃ４からＣ２２ポリカルボン酸のグリセリド、
またはその誘導体であってよい。ポリカルボン酸は、分岐鎖状または直鎖状であってよい
。グリセリドは、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸および飽和Ｃ４からＣ２２

モノカルボン酸のグリセリド、またはその誘導体であってよい。モノカルボン酸は、分岐
鎖状または直鎖状であってよい。適切な飽和Ｃ１６モノカルボン酸としては、パルミチン
酸が挙げられる。適切な飽和Ｃ１８モノカルボン酸としては、ステアリン酸が挙げられる
。グリセリドは、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸およびモノ不飽和もしくは
ポリ不飽和Ｃ４からＣ２２モノカルボン酸のグリセリド、またはその誘導体であってよい
。不飽和モノカルボン酸は、分岐鎖状または直鎖状であってよい。グリセリドは、少なく
とも１つのヒドロキシポリカルボン酸および不飽和Ｃ１８モノカルボン酸のグリセリド、
またはその誘導体であってよい。モノカルボン酸は、分岐鎖状または直鎖状であってよい
。適切なヒドロキシポリカルボン酸としては、クエン酸が挙げられる。グリセリド添加剤
は、クエン酸および不飽和Ｃ１８モノカルボン酸のグリセリド、またはその誘導体であっ
てよい。適切な不飽和Ｃ１８モノカルボン酸としては、オレイン酸およびリノール酸が挙
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げられる。
【００５３】
　グリセリドは、飽和、モノ不飽和、もしくはポリ不飽和、分岐鎖状もしくは直鎖状の、
Ｃ４からＣ２２モノカルボン酸またはポリカルボン酸、適切にはパルミチン酸、ステアリ
ン酸、オレイン酸、もしくはリノール酸を例とするＣ１６またはＣ１８カルボン酸、のモ
ノグリセリドのクエン酸エステルであってよい。グリセリドは、ヒマワリ油および／また
はパーム油を例とする植物油から作られるモノグリセリドのクエン酸エステルであってよ
い。グリセリドは、食用の精製ヒマワリおよびパームベース油から作られるモノグリセリ
ドのクエン酸エステルであってよい。好ましくは、グリセリドは、クエン酸およびオレイ
ン酸のグリセリド、クエン酸およびリノール酸のグリセリド、またはこれらの混合物であ
る。クエン酸とオレイン酸および／またはリノール酸とのグリセリドの適切な入手源は、
ＧＲＩＮＳＴＥＤ　ＣＩＴＲＥＭ　ＳＰ７０（商標）であり、これは、ダニスコ（Ｄａｎ
ｉｓｃｏ）から入手可能である。ＧＲＩＮＳＴＥＤ　ＣＩＴＲＥＭ　ＳＰ７０は、食用の
精製ヒマワリおよびパームベース油から作られるモノグリセリドのクエン酸エステルであ
ると考えられる。ＧＲＩＮＳＴＥＤ　ＣＩＴＲＥＭ　ＳＰ７０はまた、以下の構造式（Ｉ
Ｉ）を有する少なくとも１つのジグリセリドを含むとも考えられ：
【００５４】
【化５】

【００５５】
　ここで、‐Ｙ‐は、モノ‐またはジ‐不飽和であるＣ１６ヒドロカルビル部分を表す。
【００５６】
　従って、構造式（ＩＩ）を有するジグリセリドは、クエン酸およびオレイン酸のグリセ
リド、ならびにクエン酸およびリノール酸のグリセリドを含む。これは、式（Ｉ）で、（
ｉ）ＲＯが、オレイン酸および／またはリノール酸由来であってよい１８個の炭素原子を
有するカルボキシル基を表し、（ｉｉ）ＯＲ’が、ヒドロキシル部分を表し、（ｉｉｉ）
ＯＲ”が、クエン酸由来であってよいヒドロキシポリカルボン酸部分を表す構造に対応し
ている。
【００５７】
　ダニスコ製のＧＲＩＮＳＴＥＤ（登録商標）ＣＩＴＲＥＭ　Ｎ　１２　ＶＥＧは、食用
の完全水素化パームベース油から作られたモノグリセリドの中和されたクエン酸エステル
であると考えられる。これは、油溶性でなかったことから、不適であることが分かった。
【００５８】
　カルボン酸アニオン性界面活性剤としてのダニスコ製ＧＲＩＮＳＴＥＤ（登録商標）Ｃ
ＩＴＲＥＭ　２‐ＩＮ‐１の使用は、米国特許出願公開第２００８／０１７６７７８号明
細書の段落［０１６７］から［０１７１］に記載されている。米国特許出願公開第２００
８／０１７６７７８号明細書は、親油性化合物のエマルジョン、ならびに乳化剤および／
またはアニオン性界面活性剤を含むコンベヤー潤滑剤に関する（発明の名称）。親油性化
合物は、２つ以上のエステル結合を有する水不溶性有機化合物を含むとしており、１つの
実施形態では、３個以上の酸素原子を有する水不溶性有機化合物であるとしている。１つ
の実施形態において、親油性化合物は、２つ以上のヒドロキシル基の各々がエステル基と
してカルボン酸へカップリングしている、グリセロールなどの二価、三価、または多価ア
ルコールを含むエステルであると記載されている（段落［００３３］）。段落［０１６７
］から［０１７１］の例では、２つのトリグリセリド潤滑剤組成物が試験された。潤滑剤
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Ａは、カプリル酸、カプリン酸、ココ脂肪酸トリグリセリドの水中１０重量％のエマルジ
ョンに、アニオン性界面活性剤１．５重量％　レシチン（Ｔｅｒｒａｄｒｉｌｌ　Ｖ４０
８の商品名で市販、コグニス（Ｃｏｇｎｉｓ））および乳化剤１．５重量％　２０モル　
エトキシソルビタンモノステアレート（Ｔｗｅｅｎ　６０Ｖの商品名で市販、ＩＣＩ）を
添加したものを含有していたとしている。潤滑剤Ｂは、１．５重量％クエン酸エステルを
含有し、Ｔｅｒｒａｄｒｉｌｌ　Ｖ４０８を、ダニスコからＧＲＩＮＳＴＥＤ（登録商標
）ＣＩＴＲＥＭ　２‐ＩＮ‐１の商品名で市販されているカルボン酸アニオン性界面活性
剤に置き換えたとしている。段落［０１７１］によると、アニオン性界面活性剤を含むト
リグリセリド潤滑剤は、ドライコンベヤー潤滑剤として良好に作用し、水がコンベヤーに
適用された後に、効果的に潤滑が行われた。米国特許出願公開第２００８／０１７６７７
８号明細書の段落［００６１］によると、そこでの組成物は、コンベヤーへの水の適用に
耐える親油性エマルジョンの能力を増強するのに効果的であるいかなる種類のアニオン性
界面活性剤を含んでもよい。段落［００６５］から［００７５］には、１０種類のアニオ
ン性界面活性剤の例が挙げられている。
【００５９】
　米国特許出願公開第２００９／０１５２５０２号明細書の段落［００２９］によると、
親水性乳化剤ＣＩＴＲＥＭは、食用脂肪酸のモノ‐およびジグリセリドのクエン酸エステ
ルを含有する物質の組成物である。そこではまた、食用脂肪酸は、特に、６から２４個の
炭素原子を有するとも記載されている。
【００６０】
　このグリセリドは、遊離ヒドロキシル基を有する部分グリセリド、例えばモノ‐もしく
はジ‐グリセリド、またはこれらの混合物とのクエン酸エステルであってよい。適切な部
分グリセリドとしては、１２から１８個の炭素原子を有する脂肪酸から誘導されるものが
挙げられ、例えば、ヤシ油脂肪酸およびパーム油脂肪酸から誘導されるものを含む。例と
しては、Ｌａｍｅｇｉｎ（登録商標）ＺＥ　３０６、Ｌａｍｅｇｉｎ（登録商標）ＺＥ　
６０９、およびＬａｍｅｇｉｎ（登録商標）ＺＥ　６１８（コグニスドイチュランド社（
Ｃｏｇｎｉｓ　Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ　ＧｍｂＨ　＆　Ｃｏ．　ＫＧ））が挙げられる
。従って、グリセリドは、Ｌａｍｅｇｉｎ（登録商標）ＺＥ　３０９を例とする水素化獣
脂脂肪酸のモノグリセリドのクエン酸エステル、またはＬａｍｅｇｉｎ（登録商標）ＤＷ
　８０００を例とする水素化獣脂脂肪酸のモノグリセリドのジアセチル酒石酸とのエステ
ル、またはＬａｍｅｇｉｎ（登録商標）ＺＥ　６０９　ＦＬを例とするヒマワリ油脂肪酸
モノグリセリドベースのクエン酸エステルであってよい。そのようなエステルは、例えば
、米国特許第５，７７０，１８５号明細書および米国特許出願公開第２０１０／００８７
３１９号明細書に記載されている。
【００６１】
　グリセリドの誘導体は、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸部分のエステルで
あってよい。エステルは、ヒドロキシポリカルボン酸のカルボン酸部分のエステルであっ
てよい。ヒドロキシポリカルボン酸の各カルボン酸部分は、独立して、エステルとして誘
導体化可能であってよい。エステル誘導体は、ヒドロカルビルエステルであってよく、こ
の場合、ヒドロカルビル部分は、４から２２個の炭素原子を有していてよい。ヒドロカル
ビル部分は、４から２２個の炭素原子を有していてよいアルキル部分であってよい。ヒド
ロカルビル部分は、窒素および／または酸素を例とする１つ以上のヘテロ原子を含んでい
てよい。
【００６２】
　グリセリドの誘導体は、ヒドロキシポリカルボン酸のヒドロキシル部分のエーテルまた
はエステルであってよい。少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、
もしくはトリ‐グリセリドに２つ以上のヒドロキシ部分が存在する場合、各ヒドロキシル
部分は、独立して、エーテルまたはエステルとして誘導体化可能であってよい。各エーテ
ルは、ヒドロカルビルエーテルであってよい。各エーテルのヒドロカルビル部分は、独立
して、１から２２個の炭素原子、より適切には、１から１８個の炭素原子を有していてよ
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い。各エーテルのヒドロカルビル部分は、独立して、アルキル部分であってよい。各エー
テルのアルキル部分は、独立して、１から２２個の炭素原子、より適切には、１から１８
個の炭素原子を有していてよい。各エーテルのヒドロカルビル部分は、独立して、窒素お
よび／または酸素を例とする１つ以上のヘテロ原子を含んでいてよい。各エステルは、独
立して、ヒドロカルビルエステルであってよい。各エステルのヒドロカルビル部分は、４
から２２個の炭素原子を有していてよい。各エステルのヒドロカルビル部分は、独立して
、アルキル部分であってよい。各エステルのアルキル部分は、独立して、４から２２個の
炭素原子を有していてよい。各エステルのヒドロカルビル部分は、独立して、窒素および
／または酸素を例とする１つ以上のヘテロ原子を含んでいてよい。
【００６３】
　４から２２個の炭素原子を有する飽和、モノ不飽和、もしくはポリ不飽和、分岐鎖状も
しくは直鎖状のカルボン酸が、ポリカルボン酸である場合、グリセリドの誘導体は、存在
する場合、少なくとも１つの飽和、モノ不飽和、もしくはポリ不飽和、分岐鎖状もしくは
直鎖状の４から２２個の炭素原子を有するポリカルボン酸のうちの１つ以上の、カルボン
酸部分のエステルであってよい。各エステルは、独立して、ヒドロカルビルエステルであ
ってよい。各エステルのヒドロカルビル部分は、独立して、４から２２個の炭素原子を有
していてよい。ヒドロカルビル部分は、アルキル部分であってよい。各エステルのアルキ
ル部分は、独立して、４から２２個の炭素原子を有していてよい。各エステルのヒドロカ
ルビル部分は、独立して、窒素および／または酸素を例とする１つ以上のヘテロ原子を含
んでいてよい。
【００６４】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、およびその誘導体は、本技術分野で公知の方法によって作製されてよい。ジ‐
およびトリ‐グリセリドは、脂肪の部分加水分解によってモノ‐グリセリドを生成し、続
いてヒドロキシポリカルボン酸でエステル化することによって作製してよい。モノ‐グリ
セリドは、グリセロールのヒドロキシポリカルボン酸によるエステル化によって作製して
よい。ヒドロカルビルエーテル誘導体は、対応するハロゲン化ヒドロカルビルから作製し
てよい。
【００６５】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、およびその誘導体は、これらが亜鉛またはモリブデンを含有しない、すなわち
、モリブデンフリーおよび亜鉛フリーであるという利点を有する。これらはまた、硫黄フ
リーおよびリンフリーであるという利点も有する。一般的に、本発明に従う添加剤は、低
揮発性を有することになる。
【００６６】
　ＧＲＩＮＳＴＥＤ　ＣＩＴＲＥＭ　ＳＰ７０（商標）のいくつかの利点は、それが低揮
発性を有すること、および低毒性を有することである。
【００６７】
潤滑剤組成物、および潤滑剤組成物のための添加剤濃縮物
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、またはその誘導体の、潤滑剤組成物中の量は、０．０２重量％から５重量％の
範囲内であってよく、好ましくは、０．１から２．５重量％の範囲内である。
【００６８】
　非水性潤滑剤組成物は、エマルジョンではない。
【００６９】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、またはその誘導体の、添加剤濃縮物中の濃度は、潤滑剤組成物に用いられる場
合に必要とされる濃度を提供するのに適切である量であってよい。添加剤濃縮物は、０．
５から２０重量％の量で潤滑剤組成物中に用いられてよい。従って、少なくとも１つのヒ
ドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその
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のそれよりも濃縮されていてよく、例えば、１：０．００５から１：０．２０の率である
。
【００７０】
　潤滑剤組成物は、主たる量の潤滑粘度油、および少量の少なくとも１つの添加剤を含む
。主たる量とは、５０重量％超を意味し、少量とは、５０重量％未満を意味する。
【００７１】
　潤滑剤組成物および潤滑粘度油は、ベース油を含んでよい。ベース油は、少なくとも１
つのベースストックを含む。潤滑組成物の油は、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボ
ン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド以外の１つ以上の添加剤を含んでよい。
適切には、潤滑剤組成物および／または潤滑粘度油は、約８５重量％から約９５重量％を
例とする５０重量％超から約９９．５重量％の量でベース油を含む。
【００７２】
　ベースストックは、ＡＰＩ標準１５０９、「ＥＮＧＩＮＥ　ＯＩＬ　ＬＩＣＥＮＳＩＮ
Ｇ　ＡＮＤ　ＣＥＲＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮ　ＳＹＳＴＥＭ」、２００７年４月第１６版、
付表Ｅに従って、表１に示されるように、グループＩ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶ、およびＶベ
ースストックとして区別することができる。
【００７３】
　グループＩ、グループＩＩ、およびグループＩＩＩベースストックは、鉱油から誘導さ
れ得るものであり、グループＩベースストックは、通常、溶媒抽出および溶媒脱ろう、ま
たは溶媒抽出および触媒脱ろうを含む公知のプロセスによって製造される。グループＩＩ
およびグループＩＩＩベースストックは、通常、接触水素化および／または接触水素化分
解、ならびに接触水素異性化を含む公知のプロセスによって製造される。適切なグループ
Ｉベースストックは、エクソンモービルから入手可能であるＡＰ／Ｅコア１５０である。
適切なグループＩＩベースストックは、エクソンモービルから入手可能であるＥＨＣ　５
０およびＥＨＣ　１１０である。適切なグループＩＩＩベースストックとしては、例えば
ＳＫルーブリカント（ＳＫ　Ｌｕｂｒｉｃａｎｔｓ）から入手可能であるＹｕｂａｓｅ　
４およびＹｕｂａｓｅ　６が挙げられる。適切なグループＶベースストックは、エステル
ベースストックであり、例えば、クロダインターナショナル社（Ｃｒｏｄａ　Ｉｎｔｅｒ
ｎａｔｉｏｎａｌ　ｐｌｃ）から入手可能であるＰｒｉｏｌｕｂｅ　３９７０である。適
切なグループＩＶベースストックとしては、アルファオレフィンの水素化オリゴマーが挙
げられる。適切には、オリゴマーは、フリーラジカルプロセス、チーグラー触媒、または
カチオン性フリーデルクラフツ触媒によって作製してよい。ポリアルファオレフィンベー
スストックは、Ｃ８、Ｃ１０、Ｃ１２、Ｃ１４オレフィン、およびその１つ以上の混合物
から誘導され得る。
【００７４】
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【表１】

【００７５】
　潤滑剤組成物および潤滑粘度油は、１つ以上のベース油および／またはベースストック
を含んでよく、これらは、天然油、鉱油（石油由来油または石油由来鉱油と称される場合
もある）、非鉱油、およびこれらの混合物である。天然油としては、動物油、魚油、およ
び植物油が挙げられる。鉱油としては、パラフィン油、ナフテン油、およびパラフィン‐
ナフテン油が挙げられる。鉱油はまた、石炭またはシェール由来の油も含み得る。
【００７６】
　適切なベース油およびベースストック油は、より単純または小さい分子を、より大きい
または複雑な分子へ化学的に化合させることなどのプロセスから誘導され得る（例えば、
重合、オリゴマー化、縮合、アルキル化、アシル化）。
【００７７】
　適切なベースストックおよびベース油は、ガス液体化物質、石炭液体化物質、バイオマ
ス液体化物質、およびこれらの組み合わせから誘導され得る。
【００７８】
　ガス液体化物（ＧＴＬ物質と称される場合もある）は、合成、化合、変換、転位、分解
、およびこれらの２つ以上の組み合わせのうちの１つ以上のプロセス工程により、これを
ガス状の炭素含有化合物へ適用することによって得ることができる。ＧＴＬ由来のベース
ストックおよびベース油は、フィッシャー‐トロプシュ合成プロセスから得ることができ
、ここでは、水素および一酸化炭素の混合物を含む合成ガスが、通常はワックス状炭化水
素である炭化水素へ触媒によって変換され、これが、一般的には、水素異性化および／ま
たは脱ろうにより低沸点物質に変換される（例えば、国際公開第２００８／１２４１９１
号パンフレット参照）。
【００７９】
　バイオマス液体化物（ＢＴＬ物質と称される場合もある）は、植物由来化合物から、例
えばカルボン酸またはトリグリセリド水素化によって直鎖状パラフィンを生成し、続いて
水素異性化によって分岐鎖状パラフィンを生成することによって製造することができる（
例えば、国際公開第２００７／０６８７９９号パンフレット参照）。
【００８０】
　石炭液体化物質は、石炭をガス化して合成ガスを作り出し、次にこれを炭化水素へ変換
することによって作製することができる。
【００８１】
　ベース油および／または潤滑粘度油の１００℃における動粘度は、２から１００ｃＳｔ
の範囲内であってよく、適切には、３から５０ｃＳｔの範囲内、より適切には、３．５か
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ら２５ｃＳｔの範囲内である。
【００８２】
　本発明の潤滑剤組成物は、ＡＰＩ分類ｘＷ‐ｙに従うマルチグレード潤滑油組成物であ
ってよく、ここで、ＳＡＥ　Ｊ３００　２００４によって定められるように、ｘは、０、
５、１０、１５、または２０であり、ｙは、２０、３０、４０、５０、または６０であり
、例えば、５Ｗ‐２０、５Ｗ‐３０、０Ｗ‐２０である。潤滑剤組成物は、例えばＡＳＴ
Ｍ　Ｄ４６８３、ＣＥＣ　Ｌ‐３６‐Ａ‐９０、またはＡＳＴＭ　Ｄ５４８１に従って測
定された場合、１５０℃におけるＨＴＨＳ粘度が、少なくとも２．６ｃＰであってよい。
【００８３】
　潤滑剤組成物のＡＳＴＭ　Ｄ４６８３に従う１５０℃におけるＨＴＨＳ粘度は、１から
＜２．６ｃＰであってよく、例えば約１．８ｃＰである。
【００８４】
　潤滑剤組成物は、潤滑粘度油と、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性
モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１つの添
加剤の有効量とを、２つ以上のその他の潤滑剤添加剤と一緒に混合することによって作製
することができる。
【００８５】
　潤滑剤組成物を作製する方法、ならびに潤滑粘度油の耐摩耗および／または摩擦特性を
改良する方法は、潤滑粘度油と、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モ
ノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１つの添加
剤の有効量とを混合することを含む。
【００８６】
　潤滑粘度油の少なくとも１つの添加剤との混合は、本技術分野で公知の方法により、１
つ以上の工程で行ってよい。添加剤は、所望に応じて溶媒もしくは希釈剤を含んでよい、
１つ以上の添加剤濃縮物として、または部分添加剤パッケージ濃縮物（ｐａｒｔ　ａｄｄ
ｉｔｉｖｅ　ｐａｃｋａｇｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅｓ）として混合してよい。潤滑粘
度油は、１つ以上のベース油および／またはベースストックを、所望に応じて１つ以上の
添加剤および／または部分添加剤パッケージ濃縮物と、本技術分野で公知の方法により、
１つ以上の工程で混合することで作製してよい。添加剤、添加剤濃縮物、および／または
部分添加剤パッケージ濃縮物の潤滑粘度油またはその成分との混合は、本技術分野で公知
の方法により、１つ以上の工程で行ってよい。
【００８７】
その他の耐摩耗性添加剤
　潤滑剤組成物、および潤滑剤組成物のための添加剤濃縮物は、さらに、少なくとも１つ
のヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、または
その誘導体である添加剤以外の少なくとも１つの耐摩耗性添加剤を含んでよい。そのよう
なその他の耐摩耗性添加剤は、灰生成添加剤（ａｓｈ‐ｐｒｏｄｕｃｉｎｇ　ａｄｄｉｔ
ｉｖｅｓ）または無灰添加剤であってよい。そのようなその他の耐摩耗性添加剤の例とし
ては、リン非含有添加剤が挙げられ、例えば硫化オレフィンである。そのようなその他の
耐摩耗性添加剤の例としてはまた、リン含有耐摩耗性添加剤も挙げられる。適切な無灰リ
ン含有耐摩耗性添加剤の例としては、トリラウリルホスファイトおよびトリフェニルホス
ホロチオネート、ならびに米国特許出願公開第２００５／０１９８８９４号明細書の段落
［００３６］に開示されるものが挙げられる。適切な灰生成リン含有耐摩耗性添加剤の例
としては、ジヒドロカルビルジチオホスフェート金属塩が挙げられる。ジヒドロカルビル
ジチオホスフェート金属塩の適切な金属の例としては、アルカリおよびアルカリ土類金属
、アルミニウム、鉛、スズ、モリブデン、マンガン、ニッケル、銅、および亜鉛が挙げら
れる。特に適切なジヒドロカルビルジチオホスフェート金属塩は、亜鉛ジヒドロカルビル
ジチオホスフェート（ＺＤＤＰ）である。ＺＤＤＰは、１から１８個の炭素原子、適切に
は２から１３個の炭素原子または３から１８個の炭素原子、より適切には２から１２個の
炭素原子または３から１３個の炭素原子、例えば３から８個の炭素原子を独立して有する



(18) JP 5970451 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

ヒドロカルビル基を有していてよい。適切なヒドロカルビル基の例としては、アルキル、
シクロアルキル、およびアルカリール基が挙げられ、これらは、エーテルまたはエステル
結合のいずれかを含有していてよく、また、ハロゲンまたはニトロ基を例とする置換基を
含有していてもよい。ヒドロカルビル基は、直鎖状および／または分岐鎖状であり、適切
には３から８個の炭素原子を有していてよいアルキル基であってよい。特に適切なＺＤＤ
Ｐは、二級アルキル基および一級アルキル基の混合であるヒドロカルビル基を有し、例え
ば、９０モル％の二級アルキル基および１０モル％の一級アルキル基である。
【００８８】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、またはその誘導体である添加剤は、潤滑剤組成物に所望される量の耐摩耗特性
を達成するために必要とされ得るであろうリンおよび／または亜鉛含有耐摩耗性添加剤の
量を低減することができる。
【００８９】
　リン含有耐摩耗性添加剤は、１０から６０００重量ｐｐｍのリン、適切には１０から１
０００重量ｐｐｍのリン、例えば２００から１４００重量ｐｐｍのリン、または２００か
ら８００重量ｐｐｍのリン、または２００から６００重量ｐｐｍのリン、の濃度で潤滑油
組成物中に存在していてよい。
【００９０】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の少なくとも１つの油溶性モノ‐、ジ‐、
もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体が潤滑剤組成物中に存在することにより、
例えば亜鉛ジヒドロカルビルジチオホスフェート添加剤などの耐摩耗性添加剤の性能を補
助することができる。このことは、潤滑剤組成物中に存在する亜鉛を例とする金属の量が
削減されるという利点を有し得る。このことはまた、潤滑剤組成物中のリン含有耐摩耗性
添加剤の量が削減されるという利点も有し得るものであり、その結果として、潤滑剤が内
燃機関エンジンの潤滑に用いられる場合、排気ガス中のリンの量が低減され得る。排気ガ
ス中のリンの量が低減されることは、処理システム後のいずれの排気ガスに対しても有益
性を有し得るものである。
【００９１】
その他の摩擦調整剤
　潤滑剤組成物、および潤滑剤組成物のための添加剤濃縮物は、さらに、少なくとも１つ
のヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、または
その誘導体である添加剤以外の少なくとも１つの摩擦調整剤を含んでよい。そのようなそ
の他の摩擦調整剤は、灰生成添加剤または無灰添加剤であってよい。そのようなその他の
摩擦調整剤の例としては、例えば、脂肪酸エステル、アミド、アミン、およびエトキシル
化アミンを含む脂肪酸誘導体が挙げられる。適切なエステル摩擦調整剤の例としては、グ
リセロールのエステルが挙げられ、例えば、モノ‐、ジ‐、およびトリ‐オレイン酸エス
テル、モノ‐パルミチン酸エステル、ならびにモノ‐ミリスチン酸エステルである。特に
適切な脂肪酸エステル摩擦調整剤は、モノオレイン酸グリセロールである。そのようなそ
の他の摩擦調整剤の例としてはまた、モリブデン化合物も挙げることができ、例えば、有
機モリブデン化合物、モリブデンジアルキルジチオカルバメート、モリブデンジアルキル
チオホスフェート、モリブデンジスルフィド、トリ‐モリブデンクラスタージアルキルジ
チオカルバメート、無硫黄モリブデン化合物などである。適切なモリブデン含有化合物は
、例えば、欧州特許出願公開第１５３３３６２号明細書の例えば段落［０１０１］から［
０１１７］に記載されている。
【００９２】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、またはその誘導体である添加剤以外の摩擦調整剤としてはまた、例えば国際公
開第９３／２１２８８号パンフレットに記載のように、アルコキシル化ヒドロカルビルア
ミンと、飽和もしくは不飽和脂肪酸のポリオール部分エステルまたはそのようなエステル
の混合物との組み合わせも挙げることができる。
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【００９３】
　本発明の添加剤は、他の摩擦調整剤の代替品として用いてよく、または潤滑剤組成物に
所望される摩擦特性を達成するのに必要とされ得るであろうそのような他の摩擦調整剤の
量を削減するものであってもよい。このことは、潤滑剤組成物中に存在するモリブデンを
例とする金属の量を低減するという利点を有し得る。
【００９４】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、またはその誘導体である添加剤以外の、脂肪酸誘導体摩擦調整剤である摩擦調
整剤は、０．０１から５重量％の活性成分、より適切には０．０１から１．５重量％の範
囲の活性成分の濃度にて、潤滑油組成物中に存在してよい。
【００９５】
　モリブデン含有摩擦調整剤は、１０から１０００重量ｐｐｍのモリブデン、より適切に
は４００から６００重量ｐｐｍの範囲の濃度にて潤滑油組成物中に存在していてよい。
【００９６】
その他の添加剤
　潤滑剤組成物、および潤滑剤組成物のための添加剤濃縮物はまた、その他の添加剤を含
んでいてもよい。そのようなその他の添加剤の例としては、分散剤（金属および非金属）
、分散粘度調整剤（ｄｉｓｐｅｒｓａｎｔ　ｖｉｓｃｏｓｉｔｙ　ｍｏｄｉｆｉｅｒｓ）
、洗浄剤（金属および非金属）、粘度指数改良剤、粘度調整剤、流動点降下剤、さび防止
剤、腐食防止剤、抗酸化剤（酸化防止剤と称される場合もある）、消泡剤（ａｎｔｉ‐ｆ
ｏａｍｓ）（発泡防止剤（ａｎｔｉ‐ｆｏａｍｉｎｇ　ａｇｅｎｔｓ）と称される場合も
ある）、シール膨張剤（シール適合剤（ｓｅａｌ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ　ａｇｅ
ｎｔｓ）と称される場合もある）、極圧添加剤（金属、非金属、リン含有、リン非含有、
硫黄含有、および硫黄非含有）、界面活性剤、解乳化剤、焼き付き防止剤（ａｎｔｉ‐ｓ
ｅｉｚｕｒｅ　ａｇｅｎｔｓ）、ワックス調整剤（ｗａｘ　ｍｏｄｉｆｉｅｒｓ）、減摩
剤（ｌｕｂｒｉｃｉｔｙ　ａｇｅｎｔｓ）、汚染防止剤（ａｎｔｉ‐ｓｔａｉｎｉｎｇ　
ａｇｅｎｔｓ）、発色剤（ｃｈｒｏｍｏｐｈｏｒｉｃ　ａｇｅｎｔｓ）、および金属不活
性化剤が挙げられる。
【００９７】
分散剤
　分散剤（分散剤添加剤とも称される）は、例えば使用中の潤滑剤組成物の酸化に起因す
る固体および液体汚染物を懸濁状態に保持し、それによってスラッジの凝集、沈殿、およ
び／または例えば潤滑表面上への堆積を低減する手助けとなる。これらは、一般的に、油
溶性を高めるための長鎖炭化水素、および分散されるべき物質と会合することができる極
性ヘッドを含む。適切な分散剤の例は、分散されるべき粒子と会合することができる１つ
以上の官能基を各々が有する油溶性ポリマーハイドロカルビルバックボーンを含む。官能
基は、アミン、アルコール、アミン‐アルコール、アミド、またはエステル基であってよ
い。官能基は、架橋基を介してハイドロカルビルバックボーンと結合していてよい。２つ
以上の分散剤が、添加剤濃縮物および／または潤滑剤組成物中に存在していてよい。
【００９８】
　適切な無灰分散剤の例としては、長鎖炭化水素置換モノ‐およびポリカルボン酸もしく
はその無水物の油溶性塩、エステル、アミノ‐エステル、アミド、イミド、およびオキサ
ゾリン；長鎖炭化水素のチオカルボキシレート誘導体；直接結合したポリアミン部分を有
する長鎖脂肪族炭化水素；長鎖置換フェノールのホルムアルデヒドおよびポリアルキレン
ポリアミンによる縮合によって形成されたマンニッヒ縮合生成物；コッホ反応生成物など
が挙げられる。適切な分散剤の例としては、長鎖ヒドロカルビル置換カルボン酸の誘導体
が挙げられ、例えば、そのヒドロカルビル基は、２００００以下の数平均分子量を有し、
例えば３００から２００００、５００から１００００、７００から５０００、または１５
０００未満である。適切な分散剤の例としては、ヒドロカルビル置換コハク酸化合物が挙
げられ、例えば、スクシンイミド、コハク酸エステル、またはコハク酸エステルアミドで
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あり、特に、ポリイソブテニルスクシンイミド分散剤である。分散剤は、ホウ素化されて
いても、されていなくてもよい。適切な分散剤は、ＡＤＸ　２２２である。
【００９９】
分散粘度調整剤
　加えて、または別の選択肢として、分散性（ｄｉｓｐｅｒｓａｎｃｙ）は、粘度指数改
良特性および分散性を与えることができるポリマー化合物によって提供してもよい。その
ような化合物は、一般的に、分散粘度改良剤添加剤または多機能性粘度改良剤として知ら
れる。適切な分散粘度調整剤の例は、少なくとも１５０００、例えば２００００から６０
００００の範囲の数平均分子量（例えば、ゲル浸透クロマトグラフィまたは光散乱法によ
って測定された場合）を有する傾向にあるポリマーに、官能性部分（例えばアミン、アル
コール、およびアミド）を化学的に結合させることによって作製することができる。適切
な分散粘度調整剤の例、およびそれらを作製する方法は、国際公開第９９／２１９０２号
パンフレット、国際公開第２００３／０９９８９０号パンフレット、および国際公開第２
００６／０９９２５０号パンフレットに記載されている。２つ以上の分散粘度調整剤が、
添加剤濃縮物および／または潤滑剤組成物中に存在していてもよい。
【０１００】
洗浄剤
　洗浄剤（洗浄剤添加剤とも称される）は、潤滑剤組成物中の微細に分裂された固体を懸
濁状態に維持することを補助することにより、例えば高温ワニスおよびラッカー堆積物を
含む、例えば内燃機関エンジンのピストン上における高温堆積物形成を低減する手助けと
なり得る。洗浄剤はまた、酸の中和特性も有し得る。無灰物（すなわち、金属非含有洗浄
剤）が存在していてよい。金属含有洗浄剤は、少なくとも１つの有機酸の少なくとも１つ
の金属塩を含み、これは、セッケンまたは界面活性剤と称される。洗浄剤は、過塩基性化
されていてよく、この場合、洗浄剤は、有機酸の中和に要する化学量論量に対して過剰の
金属を含んでいる。過剰の金属は、通常、金属炭酸塩および／または水酸化物のコロイド
状分散物の形態である。適切な金属の例としては、１族および２族金属が挙げられ、より
適切には、カルシウム、マグネシウム、およびこれらの組み合わせであり、特にカルシウ
ムである。２つ以上の金属が存在してもよい。
【０１０１】
　適切な有機酸の例としては、スルホン酸、フェノール（硫化または好ましくは硫化され
ており、例えば、２つ以上のヒドロキシル基を有するフェノール、芳香環と縮合したフェ
ノール、アルキレン架橋フェノールを例とする修飾されたフェノール、ならびに例えば塩
基性条件下におけるフェノールおよびアルデヒドの反応によって生成される、マンニッヒ
塩基縮合フェノールおよびサリゲニンタイプのフェノールを含む）およびこれらの硫化誘
導体、ならびに例えば芳香族カルボン酸（例えば、ヒドロカルビル置換サリチル酸および
その硫化誘導体、例えば、ヒドロカルビル置換サリチル酸およびその誘導体）を含むカル
ボン酸が挙げられる。２種類以上の有機酸が存在していてもよい。
【０１０２】
　加えて、または別の選択肢として、非金属洗浄剤が存在していてもよい。適切な非金属
洗浄剤は、例えば、米国特許第７，６２２，４３１号明細書に記載されている。
【０１０３】
　潤滑剤組成物および／または添加剤濃縮物に２つ以上の洗浄剤が存在していてよい。
【０１０４】
粘度指数改良剤／粘度調整剤
　粘度指数改良剤（粘度調整剤、粘度改良剤、またはＶＩ改良剤とも称される）は、潤滑
剤組成物に高温および低温での操作性を付与し、低温においても許容される粘度および流
動性を示すと同時に、高温でのせん断安定性の維持を促進するものである。
【０１０５】
　適切な粘度調整剤の例としては、高分子量炭化水素ポリマー（例えば、ポリイソブチレ
ン、エチレンおよびプロピレンおよび高級アルファオレフィンのコポリマー）；ポリエス
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テル（例えば、ポリメタクリレート）；水素化スチレン‐ブタジエンまたはイソプレンコ
ポリマーおよび変形物（例えば、星形ポリマー）；ならびにエステル化スチレン‐無水マ
レイン酸コポリマーが挙げられる。油溶性粘度調整ポリマーは、一般的に、ゲル浸透クロ
マトグラフィまたは光散乱法によって測定された場合、少なくとも１５０００から１００
００００、好ましくは、２００００から６０００００の数平均分子量を有する。
【０１０６】
　粘度調整剤は、多機能性粘度調整剤として追加の機能を有していてよい。２つ以上の粘
度指数改良剤が存在していてもよい。
【０１０７】
流動点降下剤
　流動点降下剤（潤滑油改良剤または潤滑油流動改良剤とも称される）は、潤滑剤が流動
し、注ぎ入れることが可能となる最低温度を低下させるものである。適切な流動点降下剤
の例としては、Ｃ８からＣ１８ジアルキルフマレート／ビニルアセテートコポリマー、メ
タクリレート、ポリアクリレート、ポリアリールアミド、ポリメタクリレート、ポリアル
キルメタクリレート、ビニルフマレート、スチレンエステル、ハロパラフィンワックスお
よび芳香族化合物の縮合生成物、ビニルカルボキシレートポリマー、ジアルキルフマレー
ト、脂肪酸のビニルエステル、およびアリルビニルエーテルのターポリマー、ワックスナ
フタレンなどが挙げられる。
【０１０８】
　２つ以上の流動点降下剤が存在していてもよい。
【０１０９】
さび防止剤
　さび防止剤は、一般的に、潤滑された金属表面を、水またはその他の汚染物による化学
的攻撃から保護するものである。適切なさび防止剤の例としては、非イオン性ポリオキシ
アルキレンポリオールおよびそのエステル、ポリオキシアルキレンフェノール、ポリオキ
シアルキレンポリオール、アニオン性アルキルスルホン酸、亜鉛ジチオホスフェート、金
属フェノレート、塩基性金属スルホネート、脂肪酸、およびアミンが挙げられる。
【０１１０】
　２つ以上のさび防止剤が存在していてもよい。
【０１１１】
腐食防止剤
　腐食防止剤（耐腐食剤とも称される）は、潤滑剤組成物と接触した金属部分の劣化を低
減するものである。腐食防止剤の例としては、リン硫化（ｐｈｏｓｐｈｏｓｕｌｐｈｕｒ
ｉｓｅｄ）炭化水素およびリン硫化炭化水素のアルカリ土類金属オキシドまたはヒドロキ
シドとの反応によって得られる生成物、非イオン性ポリオキシアルキレンポリオールおよ
びそのエステル、ポリオキシアルキレンフェノール、チアジアゾール、トリアゾール、な
らびにアニオン性アルキルスルホン酸が挙げられる。適切なエポキシ化エステル腐食防止
剤の例は、米国特許出願公開第２００６／００９０３９３号明細書に記載されている。
【０１１２】
　２つ以上の腐食防止剤が存在していてもよい。
【０１１３】
抗酸化剤
　抗酸化剤（酸化防止剤と称される場合もある）は、使用中に油が劣化する傾向を低減す
るものである。そのような劣化の証拠としては、例えば、金属表面上のワニス様堆積物の
生成、スラッジの形成、および粘度の上昇が挙げられ得る。ＺＤＤＰは、ある程度の抗酸
化特性を示す。
【０１１４】
　ＺＤＤＰ以外の適切な抗酸化剤の例としては、アルキル化ジフェニルアミン、Ｎ‐アル
キル化フェニレンジアミン、フェニル‐α‐ナフチルアミン、アルキル化フェニル‐α‐
ナフチルアミン、ジメチルキノリン、トリメチルジヒドロキノリンおよびそれから得られ
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るオリゴマー組成物、ヒンダードフェノール類（無灰（無金属）フェノール類化合物、な
らびに特定のフェノール類化合物の中性および塩基性金属塩を含む）、芳香族アミン（ア
ルキル化および非アルキル化芳香族アミンを含む）、硫化アルキルフェノールならびにそ
のアルカリおよびアルカリ土類金属塩、アルキル化ヒドロキノン、ヒドロキシル化チオジ
フェニルエーテル、アルキリデンビスフェノール、チオプロピオネート、金属ジチオカル
バメート、１，３，４‐ジメルカプトチアジアゾールおよび誘導体、油溶性銅化合物（例
えば、銅ジヒドロカルビルチオまたはチオホスフェート、Ｃ８からＣ１８脂肪酸、不飽和
酸、または分岐鎖カルボン酸を例とする合成または天然カルボン酸の銅塩、例えば、アル
ケニルコハク酸または無水物から得られる塩基性、中性、もしくは酸性ＣｕＩおよび／ま
たはＣｕＩＩ塩）、適切にはＣ５からＣ１２アルキル側鎖を有する、アルキルフェノール
チオエステルのアルカリ土類金属塩、カルシウムノニルフェノールスルフィド、バリウム
ｔ‐オクチルフェニルスルフィド、ジオクチルフェニルアミン、リン硫化または硫化炭化
水素、油溶性フェネート、油溶性硫化フェネート、カルシウムドデシルフェノールスルフ
ィド、リン硫化炭化水素、硫化炭化水素、リンエステル、低硫黄過酸化物分解剤などが挙
げられる。
【０１１５】
　２つ以上の抗酸化剤が存在していてもよい。２種類以上の抗酸化剤が存在していてもよ
い。
【０１１６】
消泡剤
　消泡剤（発泡防止剤と称される場合もある）は、安定的な泡の形勢を抑制するものであ
る。適切な消泡剤の例としては、シリコーン、有機ポリマー、シロキサン（ポリシロキサ
ン、（ポリ）ジメチルシロキサン、フェニルメチルシロキサンを含む）、アクリレートな
どが挙げられる。
【０１１７】
　２つ以上の消泡剤が存在していてもよい。
【０１１８】
シール膨張剤
　シール膨張剤（シール適合剤またはエラストマー適合補助剤（ｅｌａｓｔｏｍｅｒ　ｃ
ｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ　ａｉｄｓ）と称される場合もある）は、例えば、流体中での
反応、またはエラストマー中の物理的変化を引き起こすことにより、エラストマーシール
の膨張を手助けするものである。適切なシール膨張剤の例としては、長鎖有機酸、有機ホ
スフェート、芳香族エステル、芳香族炭化水素、エステル（例えば、ブチルベンジルフタ
レート）、およびポリブテニル無水コハク酸が挙げられる。
【０１１９】
　２つ以上のシール膨張剤が存在していてもよい。
【０１２０】
その他の添加剤
　潤滑剤組成物および／または添加剤濃縮物中に存在してよいその他の添加剤の例として
は、極圧添加剤（金属、非金属、リン含有、リン非含有、硫黄含有、および硫黄非含有極
圧添加剤を含む）、界面活性剤、解乳化剤、焼き付き防止剤、ワックス調整剤（ｗａｘ　
ｍｏｄｉｆｉｅｒｓ）、減摩剤、汚染防止剤、発色剤、および金属不活性化剤が挙げられ
る。
【０１２１】
　いくつかの添加剤は、２つ以上の機能を示す場合がある。
【０１２２】
　存在する場合、解乳化剤の量は、モノ‐、ジ‐、またはトリ‐グリセリド添加剤のいず
れの乳化効果をも相殺するために、従来の潤滑剤よりも多くなる可能性がある。
【０１２３】
溶媒
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　潤滑剤組成物のための添加剤濃縮物は、溶媒を含んでいてよい。適切な溶媒の例として
は、高芳香族性低粘度ベースストックが挙げられ、例えば、１００Ｎ、６０Ｎ、および１
００ＳＰベースストックである。
【０１２４】
　潤滑剤組成物中の添加剤（存在する場合）の、代表的な適切である、およびより適切で
ある個別の量を表２に示す。表２に表される濃度は、活性添加剤化合物の重量基準であり
、すなわち、いずれの溶媒または希釈剤とも独立である。
【０１２５】
　各々の種類の添加剤について２つ以上が存在していてよい。各々の種類の添加剤の中で
、その種類の添加剤の２つ以上のクラスが存在していてよい。各々のクラスの添加剤の２
つ以上の添加剤が存在していてよい。添加剤は、適切には、製造業者および供給業者によ
り、溶媒または希釈剤中にて提供されてよい。
【０１２６】
【表２】

【０１２７】
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潤滑剤用途
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリ
ド、または誘導体は、非水性潤滑剤組成物および／または燃料組成物における耐摩耗性添
加剤および／または摩擦調整剤として用いることができる。
【０１２８】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、またはその誘導体は、機械加工、圧延などの過程で金属を潤滑するために用い
ることができる金属加工油剤を例とする機能性流体である潤滑剤組成物における、耐摩耗
性添加剤および／または摩擦調整剤として用いることができる。
【０１２９】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、またはその誘導体は、例えば、オートマチックトランスミッション流体、クラ
ッチ（例えば二段クラッチ）の流体、ギア潤滑剤として、またはその他の自動車用途など
でのパワートランスミッション流体である潤滑剤組成物における、耐摩耗性添加剤および
／または摩擦調整剤として用いることができる。適切には、潤滑剤組成物は、本発明に従
う潤滑剤組成物である。添加剤および潤滑剤組成物は、適切には、航空機用潤滑剤用途に
用いることができる。
【０１３０】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリ
ド、または誘導体は、例えば金属表面および非金属表面を含む固体表面の潤滑に用いられ
る、非水性潤滑剤組成物および／または燃料組成物における耐摩耗性添加剤および／また
は摩擦調整剤として用いることができる。適切な金属表面としては、鉄系材料の表面、例
えば鋳鉄および鋼鉄；アルミニウム系固体の表面、例えばアルミニウム‐ケイ素合金；金
属マトリックス組成物の表面；銅および銅合金の表面：鉛および鉛合金の表面；亜鉛およ
び亜鉛合金の表面；ならびに、クロムめっき材料の表面が挙げられる。適切な非金属表面
としては、セラミック材料の表面；ポリマー材料の表面；炭素系材料の表面；およびガラ
スの表面が挙げられる。潤滑され得るその他の表面としては、コーティングされた材料の
表面、例えばハイブリッド材料の表面、例えば非金属材料でコーティングされた金属材料
および金属材料でコーティングされた非金属材料；ダイヤモンドライクカーボンでコーテ
ィングされた材料およびＳＵＭＥＢｏｒｅ（商標）材、例えばＳｕｌｔｚｅｒ　ｔｅｃｈ
ｎｉｃａｌ　ｒｅｖｉｅｗ　４／２００９　ｐａｇｅｓ　１１‐１３に記載のもの、の表
面が挙げられる。
【０１３１】
　グリセリドは、潤滑環境で遭遇する可能性のある典型的ないかなる温度の表面の潤滑に
対しても、非水性潤滑剤組成物および／または燃料組成物中にて用いることができ、例え
ば、内燃機関エンジンで遭遇し得る温度などであり、例えば、９０から１２０℃を例とす
る周囲温度から２５０℃の範囲の温度である。通常、周囲温度は２０℃であり得るが、０
℃を例とする２０℃未満もあり得る。
【０１３２】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グ
リセリド、またはその誘導体は、クランク室潤滑剤を例とする内燃機関エンジンの潤滑に
用いることができる潤滑剤組成物における耐摩耗性添加剤および／または摩擦調整剤とし
て用いることができる。エンジンは、火花点火式内燃機関エンジン、または圧縮点火式内
燃機関エンジンであってよい。内燃機関エンジンは、自動車または航空機用途で用いられ
る火花点火式内燃機関エンジンであってよい。内燃機関エンジンは、２サイクル圧縮点火
式エンジンであってよく、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、
ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体は、エンジンの潤滑に用いられるシ
ステム油潤滑剤組成物および／またはシリンダー油潤滑剤組成物における耐摩耗性添加剤
および／または摩擦調整剤として用いることができる。２サイクル圧縮点火式エンジンは
、船舶用途に用いられ得る。
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【０１３３】
　本発明に従う内燃機関エンジンを潤滑する方法において、少なくとも１つのヒドロキシ
ポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体は、エン
ジンのクランク室の潤滑を例とするエンジンの潤滑に用いられる潤滑剤組成物中に存在し
てよい。適切には、そのような潤滑剤組成物は、本発明に従う潤滑剤組成物である。
【０１３４】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリ
ド、またはその誘導体の、エンジンの潤滑に用いられる潤滑剤組成物への添加は、添加剤
の潤滑剤への遅延放出によって行ってよく、例えば、米国特許第６，８４３，９１６号明
細書および国際公開第２００８／００８８６４号パンフレットに記載のものを例とする、
潤滑剤組成物の添加剤含有ゲルとの接触であり、および／または、添加剤の制御放出によ
って行ってもよく、例えば、国際公開第２００７／１４８０４７号パンフレットに記載の
ものを例とする、フィルターを通過する潤滑剤の背圧が所定の背圧を超えた場合に行うも
のである。
【０１３５】
　加えて、または別の選択肢として、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ
‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体は、内燃機関エンジンのための
燃料中に存在していてもよい。使用時、ジグリセリド添加剤は、例えばクランク室潤滑剤
としてエンジンの潤滑に用いられる潤滑剤組成物中へ、燃料と共に、または燃料を伴わず
に進入し得るものであり、それによって、耐摩耗性および／または摩擦調整剤による有益
性がエンジンに提供される。
【０１３６】
　従って、本発明のさらなる態様によると、内燃機関エンジンのための燃料組成物が提供
され、その組成物は、主たる量の液体燃料、ならびに、少量の少なくとも１つのヒドロキ
シポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体
である少なくとも１つの添加剤、を含む。
【０１３７】
　エンジンは、火花点火式内燃機関エンジン、または圧縮点火式内燃機関エンジンであっ
てよい。エンジンは、予混合圧縮点火式内燃機関エンジンであってよい。内燃機関エンジ
ンは、自動車または航空機用途に用いられる火花点火式内燃機関エンジンであってよい。
内燃機関エンジンは、２サイクル圧縮点火式エンジンであってよい。２サイクル圧縮点火
式エンジンは、船舶用途に用いられ得る。
【０１３８】
　少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリ
ド、またはその誘導体は、燃料中に、５００重量ｐｐｍ以下、例えば２０から２００重量
ｐｐｍまたは５０から１００重量ｐｐｍの濃度で存在する。
【０１３９】
　通常、クランク室潤滑剤中への燃料の進入率は、圧縮点火式エンジンよりも火花点火式
内燃機関エンジンの方が高い。しかし、圧縮点火式エンジンにおけるクランク室潤滑剤へ
の燃料の進入率は、場合によって異なり得るものであり、エンジン運転のための燃料噴射
後の方策の使用に応じて上昇する場合がある。
【０１４０】
　燃料組成物中に存在する少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、
もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体は、燃料ポンプを例とするエンジンの燃料
系における摩耗を低減することができる。
【０１４１】
燃料
　特に内燃機関エンジンのための、適切な液体燃料としては、炭化水素燃料、酸素化物燃
料（ｏｘｙｇｅｎａｔｅ　ｆｕｅｌｓ）、およびこれらの組み合わせが挙げられる。炭化
水素燃料は、鉱物源から、および／またはバイオマスなどの再生可能源から（例：バイオ
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マス液体化源）、および／またはガス液体化源から、および／または石炭液体化源から得
ることができる。適切なバイオマス源としては、糖（例：糖からのディーゼル燃料）およ
び藻類が挙げられる。適切な酸素化物燃料としては、１から６個の炭素原子を有する直鎖
状および／または分岐鎖状アルキルアルコールを例とするアルコール、脂肪酸アルキルエ
ステルを例とするエステル、ならびにメチルｔｅｒｔ‐ブチルエーテルを例とするエーテ
ルが挙げられる。適切な燃料としてはまた、ＬＰＧ‐ディーゼル燃料（ＬＰＧは液化石油
ガス）も挙げることができる。燃料組成物は、エマルジョンであってよい。しかし、適切
には、燃料組成物は、エマルジョンではない。
【０１４２】
　適切な脂肪酸アルキルエステルとしては、メチル、エチル、プロピル、ブチル、および
ヘキシルエステルが挙げられる。通常、脂肪酸アルキルエステルは、脂肪酸メチルエステ
ルである。脂肪酸アルキルエステルは、８から２５個の炭素原子を有していてよく、適切
には１２から２５個の炭素原子であり、例えば、１６から１８個の炭素原子である。脂肪
酸は、飽和であっても、または不飽和であってもよい。通常、脂肪酸アルキルエステルは
、非環式である。脂肪酸アルキルエステルは、１つ以上の脂肪酸のエステル化により、お
よび／または１つ以上の脂肪酸トリグリセリドのエステル交換によって作製してよい。ト
リグリセリドは、ヒマシ油、大豆油、綿実油、ヒマワリ油、ナタネ油（カノーラ油と称さ
れる場合もある）、ジャトロファ油、またはパーム油を例とする植物油から得てよく、ま
たは獣脂（例えば、羊脂および／または牛脂）、魚油、もしくは使用済み料理油から得て
もよい。適切な脂肪酸アルキルエステルとしては、ナタネ油メチルエステル（ＲＭＥ）、
大豆メチルエステル、またはこれらの組み合わせが挙げられる。
【０１４３】
　本発明に従う燃料組成物は、炭化水素燃料、酸素化物燃料、またはこれらの組み合わせ
を、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセ
リド、またはその誘導体である少なくとも１つの添加剤の有効量、および所望に応じて少
なくとも１つのその他の燃料添加剤と、１つ以上の工程で混合することによって作製する
ことができる。
【０１４４】
　燃料組成物を作製する方法、および液体燃料の耐摩耗および／または摩擦特性を改善す
る方法は、前記液体燃料（例えば、炭化水素燃料、酸素化物燃料、またはこれらの組み合
わせであってよい）を、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、も
しくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも１つの添加剤の有効量、お
よび所望に応じて少なくとも１つのその他の燃料添加剤と、１つ以上の工程で混合するこ
とを含む。
【０１４５】
　燃料は、本技術分野で公知の方法により、１つ以上の工程で少なくとも１つの添加剤と
混合してよい。添加剤は、１つ以上の添加剤濃縮物として、または部分添加剤パッケージ
濃縮物として混合してよく、これらは、所望に応じて溶媒または希釈剤を含んでいてよい
。炭化水素燃料、酸素化物燃料、またはこれらの組み合わせは、１つ以上のベース燃料お
よびその成分を、所望される場合は１つ以上の添加剤および／または部分添加剤パッケー
ジ濃縮物と共に、本技術分野で公知の方法により１つ以上の工程で混合することによって
作製してよい。添加剤、添加剤濃縮物、および／または部分添加剤パッケージ濃縮物の燃
料およびその成分との混合は、本技術分野で公知の方法により、１つ以上の工程で行って
よい。
【０１４６】
圧縮点火式エンジンのための燃料および濃縮物
　本発明の燃料組成物は、圧縮点火式内燃機関エンジンである内燃機関エンジンでの使用
に適し得るものであり、適切には、例えば、ロータリーポンプ、インラインポンプ、ユニ
ットポンプ、電気ユニットインジェクター、もしくは共同噴射タイプの直接噴射式ディー
ゼルエンジン、または間接噴射式ディーゼルエンジンである。燃料組成物は、ヘビーおよ
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び／またはライトデューティーディーゼルエンジンでの使用に適し得る。
【０１４７】
　圧縮点火式内燃機関エンジンのための燃料組成物は、５００重量ｐｐｍ以下の硫黄含有
量を有してよく、例えば、１５重量ｐｐｍ以下、または１０重量ｐｐｍ以下である。圧縮
点火式内燃機関エンジンのための燃料組成物は、ＢＳ　ＥＮ　５９０：２００９に示され
るものを例とする、ＥＮ　５９０標準の要件を満たし得る。
【０１４８】
　圧縮点火式内燃機関エンジンのための燃料組成物中の適切な酸素化物成分としては、脂
肪酸メチルエステルを例とする脂肪酸アルキルエステルが挙げられる。燃料は、ＥＮ　１
４２１４に準拠する１つ以上の脂肪酸メチルエステルを、７体積％以下の濃度で含んでい
てよい。１つ以上の脂肪酸アルキルまたはメチルエステルを含む燃料組成物中には、酸化
安定性促進剤が、例えば、１０００ｍｇ／ｋｇの３，５‐ジ‐ｔｅｒｔ‐ブチル‐４‐ヒ
ドロキシ‐トルオール（ブチル化ヒドロキシル‐トルエンまたはＢＨＴとも称される）に
よって得られるものと類似の作用を提供する濃度にて存在してよい。圧縮点火式内燃機関
エンジンのための燃料組成物中には、染料および／またはマーカーが存在していてもよい
。
【０１４９】
　圧縮点火式内燃機関エンジンのための燃料組成物は、例えば、ＢＳ　ＥＮ　５９０：２
００９に従って定められるように、以下の１つ以上を有していてよい：最小セタン価　５
１．０、最小セタン指数　４６．０、１５℃における密度　８２０．０から８４５．０ｋ
ｇ／ｍ３、多環式芳香族最大含有量　８．０重量％、引火点　５５℃超、最大炭素残留量
（１０％蒸留における）　０．３０重量％、最大水分含有量　２００ｍｇ／ｋｇ、最大汚
染物含有量　２４ｍｇ／ｋｇ、銅条片腐食（５０℃にて３時間）　クラス１、ＥＮ　１５
７５１に従う酸化安定性下限　２０時間およびＥＮ　ＩＳＯ　１２２０５に従う酸化安定
性上限　２５ｇ／ｍ３、潤滑性補正摩耗痕径（ｌｕｂｒｉｃｉｔｙ　ｃｏｒｒｅｃｔｅｄ
　ｗｅａｒ　ｓｃａｒ　ｄｉａｍｅｔｅｒ）の６０℃における上限　４６０μｍ、４０℃
における最小粘度　２．００ｍｍ２／秒および４０℃における最大粘度　４．５０ｍｍ２

／秒、２５０℃における蒸留回収率　＜６５体積％、３５０℃における最小蒸留回収率　
８５体積％、および３６０℃における最大回収率　９５体積％。
【０１５０】
　圧縮点火式内燃機関エンジンでの使用に適する燃料組成物および燃料組成物のための添
加剤濃縮物は、さらに、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、も
しくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である添加剤以外の少なくとも１つの摩擦調
整剤を含んでいてよい。そのようなその他の摩擦調整剤としては、潤滑剤組成物および潤
滑剤組成物のための添加剤濃縮物の場合の摩擦調整剤として本明細書で述べる化合物が挙
げられる。
【０１５１】
　圧縮点火式内燃機関エンジンでの使用に適する燃料組成物および燃料組成物のための添
加剤濃縮物は、さらに、少なくとも１つの潤滑性添加剤（ｌｕｂｒｉｃｉｔｙ　ａｄｄｉ
ｔｉｖｅ）を含んでいてよい。適切な潤滑性添加剤としては、トール油脂肪酸、一および
二塩基酸、ならびにエステルが挙げられる。
【０１５２】
　圧縮点火式内燃機関エンジンでの使用に適する燃料組成物および燃料組成物のための添
加剤濃縮物は、さらに、独立して、１つ以上のセタン価向上剤、１つ以上の洗浄剤、１つ
以上の抗酸化剤、１つ以上の消泡剤、１つ以上の解乳化剤、１つ以上の低温流動性改良剤
（ｃｏｌｄ　ｆｌｏｗ　ｉｍｐｒｏｖｅｒ）、１つ以上の流動点降下剤、１つ以上の殺生
物剤、１つ以上の着臭剤、１つ以上の着色剤（染料と称される場合もある）、１つ以上の
マーカー、１つ以上の火花補助剤（ｓｐａｒｋ　ａｉｄｅｒｓ）、および／またはこれら
のうちの１つ以上の組み合わせを含んでよい。存在してよいその他の適切な添加剤として
は、例えば欧州特許出願公開第２１０７１０２号明細書に記載のように、熱安定剤、金属
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ｚｅｒｓ）、防氷添加剤、アンチノック添加剤、バルブシート摩耗防止添加剤（ａｎｔｉ
‐ｖａｌｖｅ‐ｓｅａｔ　ｒｅｃｅｓｓｉｏｎ　ａｄｄｉｔｉｖｅｓ）、界面活性剤、お
よび燃焼改良剤が挙げられる。
【０１５３】
　圧縮点火式内燃機関エンジンの燃料組成物のための添加剤濃縮物は、溶媒を含んでいて
よい。適切な溶媒としては、キャリア油（例えば、鉱油）、ポリエーテル（封止または未
封止であってよい）、非極性溶媒（例えば、トルエン、キシレン、ホワイトスピリット、
および「ＳＨＥＬＬＳＯＬ」の商標でシェル社（Ｓｈｅｌｌ　ｃｏｍｐａｎｉｅｓ）から
販売されているもの）、および極性溶媒（例えば、エステルおよびアルコール、例：ヘキ
サノール、２‐エチルヘキサノール、デカノール、イソトリデカノール、およびアルコー
ル混合物、例えば、「ＬＩＮＥＶＯＬ」の商標でシェル社から販売されているもの、例：
Ｃ７‐９一級アルコールの混合物であるＬＩＮＥＶＯＬ　７９アルコール、または市販さ
れているＣ１２‐１４アルコール混合物　が挙げられる。
【０１５４】
　適切なセタン価向上剤としては、硝酸２‐エチルヘキシル、硝酸シクロヘキシル、およ
びジ‐ｔｅｒｔ‐ブチルペルオキシドが挙げられる。適切な洗浄剤としては、ポリオレフ
ィン置換スクシンイミドおよびポリアミンのスクシンアミド、例えば、ポリイソブチレン
スクシンイミド、ポリイソブチレンアミンスクシンイミド、脂肪族アミン、マンニッヒ塩
基およびアミン、ならびにポリオフィン（例：ポリイソブチレン）無水マレイン酸が挙げ
られる。適切な抗酸化剤としては、フェノール類抗酸化剤（例えば、２，６‐ジ‐ｔｅｒ
ｔ‐ブチルフェノール）、およびアミン類抗酸化剤（例えば、Ｎ，Ｎ’‐ジ‐ｓｅｃ‐ブ
チル‐ｐ‐フェニレンジアミン）が挙げられる。適切な発泡防止剤としては、ポリエーテ
ル修飾ポリシロキサンが挙げられる。
【０１５５】
　圧縮点火式エンジンに適する燃料組成物中の添加剤（存在する場合）の、代表的な適切
である、およびより適切である個別の量を表３に示す。表３に表される濃度は、活性添加
剤化合物の重量基準であり、すなわち、いずれの溶媒または希釈剤とも独立である。
【０１５６】
　圧縮点火式内燃機関エンジンでの使用に適する燃料組成物中の添加剤は、適切には、１
００から１５００重量ｐｐｍの範囲の合計量で存在する。従って、添加剤濃縮物中の各添
加剤の濃度は、それに対応して燃料組成物よりも高くなり、例えば、１：０．０００２か
ら０．００１５の比による。添加剤は、部分パックとして用いてよく、例えば、添加剤の
一部分（リファイナリ添加剤（ｒｅｆｉｎｅｒｙ　ａｄｄｉｔｉｖｅｓ）と称される場合
もある）が、代替可能燃料（ｆｕｎｇｉｂｌｅ　ｆｕｅｌ）の製造過程にて、精製所で添
加され、添加剤の一部分（ターミナルまたはマーケティング添加剤と称される場合もある
）が、ターミナルまたは分配地点にて添加される。少なくとも１つのヒドロキシポリカル
ボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少なくとも
１つの添加剤は、適切には、リファイナリもしくはマーケティング添加剤として、好まし
くは、例えばターミナルまたは分配地点にてマーケティング添加剤として、添加または使
用されてよい。
【０１５７】
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【表３】

【０１５８】
火花点火式エンジンのための燃料および濃縮物
　本発明の燃料組成物は、火花点火式内燃機関エンジンである内燃機関エンジンでの使用
に適し得るものである。
【０１５９】
　火花点火式内燃機関エンジンのための燃料組成物は、５０．０重量ｐｐｍ以下の硫黄含
有量を有していてよく、例えば、１０．０重量ｐｐｍ以下である。
【０１６０】
　火花点火式内燃機関エンジンのための燃料組成物は、加鉛であっても、または無鉛であ
ってもよい。
【０１６１】
　火花点火式内燃機関エンジンのための燃料組成物は、例えばＢＳ　ＥＮ　２２８：２０
０８に記載のものなどのＥＮ　２２８の要件を満たすことができる。火花点火式内燃機関
エンジンのための燃料組成物は、ＡＳＴＭ　Ｄ　４８１４‐０９ｂの要件を満たすことが
できる。
【０１６２】
　火花点火式内燃機関エンジンのための燃料組成物は、例えば、ＢＳ　ＥＮ　２２８：２
００８に従って定められるように、以下の１つ以上を有していてよい：最小リサーチ法オ
クタン価　９５．０、最小モーター法オクタン価　８５．０、最大鉛含有量　５．０ｍｇ
／Ｌ、密度　７２０．０から７７５．０ｋｇ／ｍ３、酸化安定性　少なくとも３６０分、
最大実在ガム含有量（溶媒洗浄後）　５ｍｇ／１００ｍＬ、銅条片腐食（５０℃にて３時
間）　クラス１、透明で明るい外観、最大オレフィン含有量　１８．０重量％、最大芳香
族含有量　３５．０重量％、および最大ベンゼン含有量　１．００体積％。
【０１６３】
　火花点火式内燃機関エンジンのための燃料組成物に適する酸素化物成分としては、１か
ら６個の炭素原子を有する直鎖状および／または分岐鎖状アルキルアルコールが挙げられ
、例えば、メタノール、エタノール、ｎ‐プロパノール、ｎ‐ブタノール、イソブタノー
ル、ｔｅｒｔ‐ブタノールである。火花点火式内燃機関エンジンのための燃料組成物に適
する酸素化物成分としては、例えば５個以上の炭素原子を有する、エーテルが挙げられる
。燃料組成物の最大酸素含有量は、２．７質量％であってよい。燃料組成物の、ＥＮ　２
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２８で指定される酸素化物の最大量は、例えば、メタノール：３．０体積％、エタノール
：５．０体積％、イソプロパノール：１０．０体積％、イソブチルアルコール：１０．０
体積％、ｔｅｒｔ‐ブタノール：７．０体積％、エーテル（Ｃ５以上）：１０体積％、お
よびその他の酸素化物（適切な最終沸点を条件とする）：１０．０体積％、であってよい
。燃料組成物は、ＥＮ　１５３７６に準拠して、５．０体積％以下の濃度でエタノールを
含んでいてよい。
【０１６４】
　火花点火式内燃機関エンジンでの使用に適する燃料組成物、および燃料組成物のための
添加剤濃縮物は、さらに、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、
もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である添加剤以外の少なくとも１つの摩擦
調整剤を含んでよい。そのようなその他の摩擦調整剤としては、潤滑剤組成物、および潤
滑剤組成物のための添加剤濃縮物に対する摩擦調整剤として本明細書で述べる化合物が挙
げられる。
【０１６５】
　火花点火式内燃機関エンジンでの使用に適する燃料組成物、および燃料組成物のための
添加剤濃縮物は、さらに、独立して、１つ以上の洗浄剤、１つ以上のオクタン価向上剤、
１つ以上の摩擦調整剤、１つ以上の抗酸化剤、１つ以上のバルブシート摩耗防止添加剤（
ｖａｌｖｅ‐ｓｅａｔ　ｒｅｃｅｓｓｉｏｎ　ａｄｄｉｔｉｖｅ）、１つ以上の腐食防止
剤、１つ以上の帯電防止剤、１つ以上の着臭剤、１つ以上の着色剤、１つ以上のマーカー
、および／またはこれらのうちの１つ以上の組み合わせを含んでよい。
【０１６６】
　火花点火式内燃機関エンジンの燃料組成物のための添加剤濃縮物は、溶媒を含んでいて
よい。適切な溶媒としては、ポリエーテル、ならびに芳香族および／または脂肪族炭化水
素が挙げられ、例えば、Ｓｏｌｖｅｓｓｏ（商標）を例とする重質ナフサ、キシレン、お
よびケロシンが挙げられる。
【０１６７】
　適切な洗浄剤としては、ポリイソブチレンアミン（ＰＩＢアミン）およびポリエーテル
アミンが挙げられる。
【０１６８】
　適切なオクタン価向上剤としては、Ｎ‐メチルアニリン、メチルシクロペンタジエニル
マンガントリカルボニル（ＭＭＴ）（例えば、１２０重量ｐｐｍ以下の濃度で存在）、フ
ェロセン（例えば、１６重量ｐｐｍ以下の濃度で存在）、およびテトラエチル鉛（例えば
、０．１５ｇ／Ｌ以下を例とする０．７ｇ／Ｌ以下の濃度で存在）が挙げられる。
【０１６９】
　適切な抗酸化剤としては、フェノール類抗酸化剤（例えば、２，４‐ジ‐ｔｅｒｔ‐ブ
チルフェノールおよび３，５‐ジ‐ｔｅｒｔ‐ブチル‐４‐ヒドロキシフェニルプロピオ
ン酸）、およびアミン類抗酸化剤（例えば、パラ‐フェニレンジアミン、ジシクロヘキシ
ルアミン、およびその誘導体）が挙げられる。
【０１７０】
　適切な腐食防止剤としては、有機カルボン酸のアンモニウム塩、アミン、およびヘテロ
環式芳香族が挙げられ、例えば、アルキルアミン、イミダゾリン、およびトリルトリアゾ
ールである。
【０１７１】
　適切なバルブシート摩耗防止添加剤は、７５００重量ｐｐｍ以下を例とする１５０００
重量ｐｐｍ以下の濃度で存在してよい。
【０１７２】
　火花点火式エンジンに適する燃料組成物中の添加剤（存在する場合）の、代表的な適切
である、およびより適切である個別の量を表４に示す。表４に表される濃度は、活性添加
剤化合物の重量基準であり、すなわち、いずれの溶媒または希釈剤とも独立である。
【０１７３】
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　火花点火式内燃機関エンジンでの使用に適する燃料組成物中の添加剤は、適切には、２
０から２５０００重量ｐｐｍの範囲の合計量で存在する。従って、添加剤濃縮物中の各添
加剤の濃度は、それに対応して燃料組成物よりも高くなり、例えば、１：０．００００２
から０．０２５の比による。添加剤は、部分パックとして用いてよく、例えば、添加剤の
一部分（リファイナリ添加剤と称される場合もある）が、代替可能燃料の製造過程にて、
精製所で添加され、添加剤の一部分（ターミナルまたはマーケティング添加剤と称される
場合もある）が、分配地点のターミナルにて添加される。少なくとも１つのヒドロキシポ
リカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体である少な
くとも１つの添加剤は、適切には、リファイナリもしくはマーケティング添加剤として、
好ましくは、例えばターミナルまたは分配地点にてマーケティング添加剤として、添加ま
たは使用されてよい。
【０１７４】
【表４】

【実施例】
【０１７５】
　本発明を、以下の実験および実施例を参照して単なる例としてここで記載するが、本発
明に従う実施例には、実施例１、実施例２などとして番号を付与し、本発明に従わない実
験には、実験Ａ、実験Ｂなどとしてアルファベットを付与する。
【０１７６】
潤滑剤組成物の作製
　５Ｗ‐３０潤滑剤組成物（潤滑剤Ａ）を、圧縮点火式または火花点火式内燃機関エンジ
ンの乗用車に適する典型的な潤滑剤組成物であるが、典型的な潤滑剤よりも低いＺＤＤＰ
含有量を有するモデルとして作製した。潤滑剤組成物は、分散剤、洗浄剤、抗酸化剤、消
泡剤、およびＺＤＤＰ（しかし低減されたＺＤＤＰ量で）を含有する市販の添加剤パッケ
ージとしての添加剤を、グループＩＩＩベース油、流動点降下剤、粘度調整剤、および分
散粘度調整剤と混合することによって作製した。
【０１７７】
　本発明に従う潤滑剤組成物（潤滑剤１）を、１．２重量％　Ｃｉｔｒｅｍ　ＳＰ７０（
商標）（クエン酸およびオレイン／リノール酸のジグリセリド）を用いた以外は潤滑剤Ａ
と同じ方法で作製した。
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　いくつかのその他の潤滑剤組成物（潤滑剤ＢからＤ）を、以下に示すようにＣｉｔｒｅ
ｍ　ＳＰ７０以外の摩擦調整剤／耐摩耗性添加剤を用いた以外は潤滑剤１のようにして作
製した。従って、潤滑剤Ｂは、モノオレイン酸グリセロール（ＨｉＴＥＣ（登録商標）７
１３３）を用い、潤滑剤Ｃは、クエン酸トリエチルを用い、潤滑剤Ｄは、活性成分がモリ
ブデンジチオカルバメート（ＭｏＤＴＣ）であるＳａｋｕｒａ‐ｌｕｂｅ　１６５を用い
た。
【０１７９】
　潤滑剤ＡからＤは、潤滑剤組成物が少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ
‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体のいずれも含有しないことから
、本発明に従わないものである。潤滑剤１は、本発明に従うものである。
【０１８０】
　潤滑剤組成物はすべて、０．０２８５重量％のリンに対応するＺＤＤＰ含有量を有して
いた。
【０１８１】
１．潤滑剤組成物の摩耗試験
　薄層放射化（ＴＬＡ）摩耗試験を、潤滑剤ＡからＤおよび潤滑剤１に対して行った。
【０１８２】
　ＴＬＡ摩耗試験は、エンジンのカムフォロア摩耗を模擬するために用いられる放射性核
種による摩耗試験である。摩耗成分を放射性活性化し、放射性金属が摩耗されて油中に蓄
積される速度を測定して、摩耗をｎｍ／時間の単位で評価した。４０℃にて実施した試験
の結果を表５に示す。実験ＡからＤは、潤滑剤組成物が少なくとも１つのヒドロキシポリ
カルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体のいずれも含
有しないことから、本発明に従わないものである。実施例１は、本発明に従うものである
。
【０１８３】
　表５の結果から、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしく
はトリ‐グリセリド、またはその誘導体、特にクエン酸および不飽和Ｃ１８カルボン酸（
例：オレイン酸および／またはリノール酸）のジグリセリド、例えばＣｉｔｒｅｍ　ＳＰ
７０（商標）が、例えば２８５ｐｐｍリンに対応する低濃度の亜鉛ジヒドロカルビルジチ
オホスフェート（ＺＤＤＰ）と組み合わせて例えば用いられた場合に、潤滑剤組成物中に
て良好な耐摩耗特性を示すことが分かる。
【０１８４】
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【表５】

【０１８５】
２．Ｃａｍｅｒｏｎ　Ｐｌｉｎｔ摩耗試験
　Ｃａｍｅｒｏｎ　Ｐｌｉｎｔ摩耗試験を、既述の試験に用いたものと同じ組成を有する
潤滑剤に対して行った。
【０１８６】
　Ｃａｍｅｒｏｎ　Ｐｌｉｎｔ装置による摩耗試験を用いて、反復境界摩擦を模擬し、高
温（１００℃）での摩耗を発生させた。装置は、ピンオンプレート（ｐｉｎ　ｏｎ　ｐｌ
ａｔｅ）の構成で設定した。ピンを、周波数２５Ｈｚ、ストローク長２．３ｍｍ、および
適用圧力１５０Ｎにて、プレートに沿って反復移動させた。油を３ｍＬ／時間の速度で接
触領域へ供給した。これらの試験では、標準スチールＢ０１平板およびＥＮ３１ローラー
ｐｌｉｎｔコンポーネントを用いた。１０時間の試験からの結果を表６に示す。実験Ｅか
らＨは、潤滑剤組成物が少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、も
しくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体のいずれも含有しないことから、本発明に従
わないものである。実施例２は、本発明に従うものである。
【０１８７】
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【表６】

【０１８８】
　表６の結果から、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしく
はトリ‐グリセリド、またはその誘導体、特にクエン酸および不飽和Ｃ１８カルボン酸（
例：オレイン酸および／またはリノール酸）のジグリセリド、例えばＣｉｔｒｅｍ　ＳＰ
７０（商標）が、例えば２８５ｐｐｍリンに対応する低濃度の亜鉛ジヒドロカルビルジチ
オホスフェート（ＺＤＤＰ）と組み合わせて例えば用いられた場合に、潤滑剤組成物中に
て良好な耐摩耗特性を示すことが分かる。
【０１８９】
３．四球摩耗試験
　ＡＳＴＭ　Ｄ４１７２に従うが、３０ｋｇおよび６０分という温和な、従って分析的な
条件を試験するように改変した四球摩耗試験を、既述の試験に用いたものと同じ組成を有
する潤滑剤に対して行った。四球摩耗試験では、１つのボールベアリングを、他の３つの
受け台上にて、潤滑剤の存在下で回転させた。結果を表７に示す。実験ＩからＬは、潤滑
剤組成物が少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐
グリセリド、またはその誘導体のいずれも含有しないことから、本発明に従わないもので
ある。実施例３は、本発明に従うものである。
【０１９０】
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【表７】

【０１９１】
　表７の結果から、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしく
はトリ‐グリセリド、またはその誘導体、特にクエン酸および不飽和Ｃ１８カルボン酸（
例：オレイン酸および／またはリノール酸）のジグリセリド、例えばＣｉｔｒｅｍ　ＳＰ
７０（商標）が、例えば２８５ｐｐｍリンに対応する低濃度の亜鉛ジヒドロカルビルジチ
オホスフェート（ＺＤＤＰ）と組み合わせて例えば用いられた場合に、潤滑剤組成物中に
て良好な耐摩耗特性を示すことが分かる。
【０１９２】
４．ＨＦＲＲ摩擦試験
　高周波数反復装置摩擦試験（Ｈｉｇｈ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｃｉｐｒｏｃａｔｉ
ｎｇ　Ｒｉｇ　ｆｒｉｃｔｉｏｎ　ｔｅｓｔ）を、既述の試験に用いたものと同じ組成を
有する潤滑剤に対して行った。
【０１９３】
　ＨＦＲＲ試験は、通常、ディーゼル燃料の潤滑性を評価するために用いられる（ＡＳＴ
Ｍ　Ｄ６０７９‐９７に従う）。また、これは、ある温度範囲にわたる、種々の摩擦調整
剤を有する潤滑剤組成物の存在下における摺動固体表面間の摩擦係数の評価にも用いるこ
とができ、従って、この試験は、摩擦調整剤の性能評価に用いることができる。
【０１９４】
　結果を表８に示す。実験ＭからＰは、潤滑剤組成物が少なくとも１つのヒドロキシポリ
カルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体のいずれも含
有しないことから、本発明に従わないものである。実施例４は、本発明に従うものである
。
【０１９５】
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【表８】

【０１９６】
　表８の結果から、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしく
はトリ‐グリセリド、またはその誘導体、特にクエン酸およびオレイン酸のジグリセリド
、例えばＣｉｔｒｅｍ　ＳＰ７０（商標）が、例えば２８５ｐｐｍリンに対応する低濃度
の亜鉛ジヒドロカルビルジチオホスフェート（ＺＤＤＰ）と組み合わせて例えば用いられ
た場合に、潤滑剤組成物中にて良好な摩擦調整剤特性を示すことが分かる。
【０１９７】
　表８の結果からはまた、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、
もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体、特にクエン酸および不飽和Ｃ１８カルボ
ン酸（例：オレイン酸および／またはリノール酸）のジグリセリド、例えばＣｉｔｒｅｍ
　ＳＰ７０（商標）が、内燃エンジン（ｉｎｔｅｒｎａｌ　ｉｇｎｉｔｉｏｎ　ｅｎｇｉ
ｎｅ）のための燃料組成物、例えば圧縮点火式エンジンのための燃料組成物における摩擦
調整剤として用いることができることも示される。
【０１９８】
５．シークエンスＩＶＡエンジン摩耗試験（Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ＩＶＡ　Ｅｎｇｉｎｅ　
Ｗｅａｒ　Ｔｅｓｔｓ）
　ＡＳＴＭ試験法ＡＳＴＭ　Ｄ６８９１に従うシークエンスＩＶＡエンジン試験を、０Ｗ
‐２０潤滑剤組成物に対して行った。シークエンスＩＶＡ試験は、内燃機関エンジン潤滑
剤組成物のカムシャフト摩耗保護を評価するために用いられる工業規格試験である。
【０１９９】
　潤滑剤は、分散剤、洗浄剤（カルシウムスルホネートおよびフェネート）、抗酸化剤（
フェノール類およびアミン類）、消泡剤、およびＹｕｂａｓｅ　４希釈剤を含む添加剤パ
ッケージを含有していた。この添加剤パッケージは、乗用車に用いられる得るような圧縮
点火式または火花点火式の内燃機関エンジンのための標準的な潤滑剤組成物に典型的に用
いられるものであった。潤滑剤組成物は、１つを除いて、３７５重量ｐｐｍのリン濃度に
対応する低濃度の亜鉛ジヒドロカルビルジチオホスフェート（ＺＤＤＰ）を有していた。
潤滑剤は、添加剤パッケージ、ＺＤＤＰ、グループＩＩＩベース油、および存在する場合
は、必要な耐摩耗性添加剤／摩擦調整剤を混合することで作製した。
【０２００】
　実施例５および６に用いた潤滑剤２および３は、本発明に従うものであり、Ｃｉｔｒｅ
ｍ　ＳＰ７０である少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、
もしくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体を、それぞれ、１．２重量％および０．５
重量％の量で用いて作製した。
【０２０１】
　潤滑剤Ｅは、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もし
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くはトリ‐グリセリド、またはその誘導体を含まないこと以外は潤滑剤２および３のよう
にして作製した。
【０２０２】
　潤滑剤Ｆは、潤滑剤Ｅのようにして作製したが、８００ｐｐｍのリンに対応するＺＤＤ
Ｐのより高い処理比を用いた。
【０２０３】
　潤滑剤ＧからＨは、潤滑剤Ｅのようにして作製したが、表９に示すように、異なる耐摩
耗性添加剤／摩擦調整剤を用いた。
【０２０４】
　それぞれ実験Ｑ、Ｒ、およびＳに用いた潤滑剤Ｅ、Ｆ、およびＧは、それらが、少なく
とも１つのヒドロキシポリカルボン酸の油溶性モノ‐、ジ‐、もしくはトリ‐グリセリド
、またはその誘導体を用いずに作製されたことから、本発明に従わないものであった。
【０２０５】
　潤滑剤は、２．６ｃＰという低ＨＴＨＳ粘度（ＡＳＴＭ　Ｄ４６８３に従う）を有して
おり、０Ｗ‐２０グレードであった。結果を表９に示す。
【０２０６】
【表９】

【０２０７】
　潤滑剤組成物中の鉄濃度を試験中に測定し、測定された摩耗の結果との良好な相関が見
出された。
【０２０８】
　表９の結果から、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしく
はトリ‐グリセリド、またはその誘導体、特にクエン酸および不飽和Ｃ１８カルボン酸（
例：オレイン酸および／またはリノール酸）のジグリセリド、例えばＣｉｔｒｅｍ　ＳＰ
７０（商標）が、例えば３７５ｐｐｍリンに対応する低濃度の亜鉛ジヒドロカルビルジチ
オホスフェート（ＺＤＤＰ）と組み合わせて例えば用いられた場合に、潤滑剤組成物中に
て非常に良好な耐摩耗特性を示すことが分かる。
【０２０９】
　特に、表９の結果は、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、も
しくはトリ‐グリセリド、またはその誘導体、特にクエン酸および不飽和Ｃ１８カルボン
酸（例：オレイン酸および／またはリノール酸）のジグリセリド、例えばＣｉｔｒｅｍ　
ＳＰ７０（商標）が、例えば０．５％の濃度にて（実施例６）、より高濃度のＭｏＤＴＣ
（実験Ｓ）よりもより効果的であることを示している。
【０２１０】
　この結果はまた、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もしく
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はトリ‐グリセリド、またはその誘導体、特にクエン酸および不飽和Ｃ１８カルボン酸（
例：オレイン酸および／またはリノール酸）のジグリセリド、例えばＣｉｔｒｅｍ　ＳＰ
７０（商標）の量を減少させても、例えば実施例５および６と比較して、耐摩耗性能が大
きく低下することはないことも示している。
【０２１１】
６．Ｍ１１１‐ＦＥエンジン試験
　潤滑剤Ｇおよび潤滑剤２を、ＣＥＣ‐Ｌ‐５４‐Ｔ‐９６に従うＭ１１１‐ＦＥエンジ
ン試験により、メルセデスベンツエンジンを用いて試験し、参照１５Ｗ‐４０潤滑剤と比
較して、それぞれ、３．３２％の燃料節減率および３．１７％燃料節減率を有することが
分かった。
【０２１２】
　これらの結果より、少なくとも１つのヒドロキシポリカルボン酸のモノ‐、ジ‐、もし
くはトリ‐グリセリド、またはその誘導体、特にクエン酸および不飽和Ｃ１８カルボン酸
（例：オレイン酸および／またはリノール酸）のジグリセリド、例えばＣｉｔｒｅｍ　Ｓ
Ｐ７０（商標）が、旭電化工業株式会社から市販されているモリブデン含有添加剤である
ＳＫ１６５によって提供される４００ｐｐｍモリブデンと同等の摩擦調整を示すことが分
かる。
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